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H

ト
五
個
年
計
劃
は
、
社
會
生
義
逑
設
途
上
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
一
階
段
を
成
ず
も
の
で
、
計
劃
者
は

I

九
二
八
年
十

A

. 

• 

' 
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• 

■
I

-

咖
ら
一
.
九
三I

I

一
年
九
パ
末
に
至
る
五
個
年
：の
問
に
、
露
西
盟
の
最
も
急
速
な
る
っ
エ
業
化
し
を
遂
行
し
、

：

其
の
標
語
に
言
ふ
通
り
、
先
進

1.., 

. 

- 

.

一

- 

資
本
主
義
國
に
追
ひ
付
凌
厨̂

之
を
追

•

ひ
越
さ
ん
と
す
：る
も
の
で
あ
る
こ

.

と
旣
に

'

世
人
周
知
の
通
屮
で
あ
る
。？

F
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此
| ?
:「

エ
業
化」

と
い
：ふ
の
は
、
單
に
エ

.

業
生
產
カ
を
靖
進
せ

.

し
め
る
と
い
ふ
丈
け
の
意
味
で
な
く
、
.エ
業
も
特
に
蜇
エ
業
の
新
設
發

フ. 

達
.に
軍
點
を
置
き
、
.
や
が
て
露
.西
^

を
化
し
て
機
械
を
輸
入
す
る
國
か
ら
^
^

を
_

ら
生
產
す
る
國
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
'0
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業
に
就
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其
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.
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.

む
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の
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(
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五
o
八
.

)

.の
發

達M
侬

て

農

民

嗰

人

、囊

の

物

的

_

礎

を

褪

弱

:^
.ら
し
め
ん
こ
と
.を
期
し
て
ゐ
るo

經
濟
的
鑕
國
は
敢
.て
望
む
所
で
は
な
い
が
、

.

..
■-
#

し

可

成
. *
*

本
主
義
諸
掘
に
對
す
る
顧
濟
讷
獨
立
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
て
ね
る

O

從
つ
て
他
の
產
業
部
鬥
湯
し
て
五
， 

.
年
■
に
於
け
る
舊Q.
發
達
が
比
較
的
輕
观
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.の
は
注
意
す
ベ
；き
激
で
あ

.ら
ぅ
。
計
劃
さ
れI
;

産
力
道
の
速
度
は
一 

■
驚
す
ベ
f

の
で
I

O

者
姻
す
る
數
字
社
後.に
；S

す
る
が
、
試
み.に
其
.一
ニ
を
言
へ
ば
、；

H

業

生

產

.額

は

計

割

實

施

前

百

八

十 

ニ
ニ
傯
！

も
の
を
五
年
內
にf

ー1二
十1

一
億
留(

價
格
不
變：

と
し
て)

に
增
加
さ
せ
る
。.此
增
加
率
は.
一
三
六
ズ
で
あ.
る
。
、
農
産
物
は
百 

六
十
七
偉
を
ニ
耳
五
十
八
億
に
、
即
ち
五
五
^

の
增
加
が
許
劃.さ
れ
、
交
通
に
於
て
は
鐵
道
線
路
の
.七
萬
.六
千
秆
に
新
た
に
而
も1 1

に 

邊
境
地
方
に'
一
萬
五
千
籽t

加
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
？

勿
論
斯
る
^:
額
の
坐
產
增
办
を
11
る
に
は
、
11
額
の
資
本
を
放
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
五
年
問
の
豫
定
放
資
額
は
、
エ
業
に
百
六
十 

四
億
留
電
化H

三
十1

億
、交
通
に
百
億
、
農
業
に1
一
百
三
士1

億
、
合
計
六
百
四
十
六
■

あ
る
。
こ
れ
に
沿
て
許
割
實
施
前
の
元 

本
資
金
E
齒
七
百
1
S
留
が
五
年
後
に
千一

一.百
七

十

八

億

留

と

な

る

。

此

加

率

八

一

一

-
で
あ
る
。.
.是
丈
け
の
資
本

:̂加
を
得
る
に 

.

は
國
民
^
得
の
^
〇
涔
を
圯
蓄
し
て
放
資
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
0
此
放
資
が
露
西
亞
人
に
取
つ
て
何
程
の
負
擔
と
努
カ
と
を
意 

味
す
へ
き
力
は
伤
へ
ば
世
界
恐
慌
前W

於
け
る
獨
逸
麗Q

貯
蓄
が
賈
所
得Q

約
一
四
-H

過
ぎ
な
か
.つ
た
こ
と
を
憶
起
す
；
ば̂

nr
心

半

ば

に

過

ぎ

る

で

あ

ら

ぅ

。

,

'.
M

か

も

勞S

常

，局

若

め

報

吿

す

*2
»

肩

に

汕

れ'ば

、

許

劃

實

施

の

成

铹

は

著

し

，く

計

劃

其

容

を

凌

駕

し

た

0
そ

と

で

氍.施

後
一
年
に
し 

'.:て
-.
1
.
.に
.

「

>

^

個

年

背

割;|
:

四

個

部.
-̂
て
と
，
ぃ.!̂
生
.產

促

進:0
運

動

が

起

さ

れ

た
0
.元

來
；ソ
♦
.
エ-
•ト
-
懸

敗
.

の
.

經
.
湾

年

度

は

十
.

月
..7 

.■日
に
始
ま
，

づ
て
翌
年
の
九'パ
三
十
：=
に
終
る
と
宛
め
ら
れ
て
办
た
が
ト
：
ー
九
ニ
九
竽
に
北
ハ
を
改
め
て

V
、
十
、
十
4*
;

.
*
十
二
の5
佩
月
を
隘
咏
に\ 

九
ニ
九—

三
〇
年
度
に
追
加1:
-

、

一
九
三1
年
か
ら
ば
一
月
に
始
ま
つ
て
十
一
，一
月
.に
終
る
.こ
と
に
し
たo
郎
ち
第
二
次
，五
個
部
計
割
は 

今
年j

杯
を
以
て
、
即
ち
四®

ニ
個
月
を
以
て
売
了
す
る
の
で
あ
る
。

.

:

.

-
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前
記
の
如
く
、
五
個
竿
計
劃
は
社
會
主
義
建
設
途
上
の
*-
-
*重
要
隙
段
た
るH

過
ぎ
な
い
も
の
：で
あ
る
か
ら
、
勞
農
常
琪
容
比
無
論
第

I

 

次
計
刺
売
了
を
以
て
能
事
畢
る
と
な
す
も
の
で
は
な
い
。
當
初
，の
目
的
を
貫
徹
す
る
爲
め
に
第

1

次
計
劃
の
.
次

に

は

無

論

第

二

次

，
五

個 

年
計
劃
が
實
施
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
、
そ
の
大
體
も
旣
に
報
導
さ
れ
て
ゐ
る
が

’
フ
其
* •

は
姑
ら
く
措
き
、
今
第
-一
次
計
劃
の
殆
ど
完
了 

に
垂
ん
..た
る
機
#

に
於
て
、
本
命
以
來
露
西
亜
に
於
け
る
社
會
主
義
訐
劃
經
濟
の
試

.み
が
、
今
日
迄
に
如
何
な
る
成
.續
を
擧
げ
て
來
た 

，か
、
及
び
共
將
來
の
發
展
を
觀
察
す
る
に
當
っ
て
须
ら
く
其
の
如
何
な
る
點
に
着
目
す
べ
き
か
に
就
い
て
概
說
と
概
論
と

.
を
試
み
た
.い

と
思
ふ
。
-
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ソ
ヰ
エ
ト
計
劃
紘
滁
の
黻
系
は
、
舉
命
以
來
幾
度
か
の
變
遷
を
經
、て

:>
.
漸
く
近
年
に
至
っ
て
其
齡1
成
し
た
.
0
.
一
 

九
一
.七
年
十
一
月
ボ 

ル
'
シ
エ
ヸ
キ
政
權
を
掌
握
し
た
直
後
に
は
、
土
地
所
有
權
の
廢
止
が
八
ム
布
也
ら
れ

.、■
銀
行
と
：交
通
と
が
國
の
有
に
移
さ
れ
、
外
國
贸
易 

,が
國
家
’の
獨
卜
！！
と
宣
言'せ
ら
れ
た
に
止
ま
り-

工
業
に
.就
い
て
は
、I

般
的
に
之
を
國
有
國
營
に
移
す
と
い
ふ
方
針
は
*

て

ら

れ

.
て

ゐ 

だ

か

っ

た

。

.

エ
'
場

、
は

寧

ろ

混

沌

.た
る
狀
態
.の
中
に
、.
必
耍
已
む
を
得
ず
、
無
秩
序.に
國
家
の
銃
制
に
移
さ
れ
七
行
づ.た
の
：.で
あ
る
0

其 

ば
太
體
斯
ぅ
い
ん
次
第
で
あ
っ
た。.
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四

(

m.5

)

、
 

’

"

歎

叙
'

に
依
て
政
•治
上
の
舊

撒
力
が
倒
壊
す
る
と
、各
工
場
の
勞
働
盏
も
亦
た
自
ら
工
場
の

.

支
配
者
に
な
り
た
が
つ
た
。
所
謂「

勞
働
客

. 

管
现」

な
る
こ

.

と
が
行
は
れ
て
、鈇
働
者
は
» '

本
家

>

支
配
人
又
は

.

技
贩
の
行
動
に
監

#

制
时
，を
加

,

ょ
ぅ
と
し
，た
。
其
處
で
資
本
家
等
の

或
赛
は
工
場
を
敗
棄
し
、
' 或
者
は
'勞
働
者
に
驅
逐
さ

札
..て去
る
と
.，
い
ふ事
に
な
つ
た
。
併

し
無
锶
無
經
驗
な
勞
働
考
に
は
固

ょ

り
工
場

を
經
營
し
て
行
く
能
力
は
な
い
。
巳
む
を
得
ず
國
家
は
斯
石
工
場

.

を
ば
一
つ
一
‘
.

つ
國
有
に
移
し
て
杇
つ
たb

又
或
る
企
業
.家

は

勞

雲

の
賢
现
に
服
從
し
な
い
爲
め
、
刑
罰
的
にH

破
を
國
家
.

に
沒
收
さ
れ
た
と
い
ふ
如
き
場
合
も
が
つ
た
。
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:

，
要
す
る
に
萆
命
直
後
に
行
は
れ
た
工
場
國

I

は
、
大
概
從
業
勞
働
渚
が
自
ら
自
己
の
工
場
を
支
配
せ
ん
と
す
る
サ
シ
ヂ
ヵ
リ
ズ
ム
的

欲
求
に
發
し
た
も
の
で
、國
民
經
濟
全
體
に
1 £

つ
て

0

計
劃
に

_

づ
い
た
も
の
で
は
な
い

0

此
の

.

混
池
た
る
狀
態
に
秩
序
を
與
へ
、統
ー

的
計
割
に
從
つ
て
國
有
を
遂
行
す
る
爲
め
、
一
九
1
七
年
十
ニ
月
に
、
其
_
長
を
人
民
委
員
會
0內
閣〕

に
列
せ
し
め
る
最
高
國
民
經
濟
會

議
な
る
も
の
が
設
ホ
ら
れ
、
翌
银
五
月
全
國
々
民
經
濟
會
議
齋
一
囘
大
會
は
左
の
如
ぐ
決
議
し
た
。「

坐
産
の
組
織
に
關
す
る
限
り
に
於

.

て
は
國
有
化
を
完
成
せ
し
め
ー
々
の
企
業
の

.

國
有
に
代
ふ
る
に
企
歡
業
部

|

:

丨
第
ー
に
は
金
鳳

.

、
機

械

製

造

、
化

學

、
石
汕
及
び
.纖
維
エ

，

の
國
冇
を
以
て
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
國
荷
の
遂
行
は
偶
發
的
性
質
を
帶
び
て
は
な
ら
ぬ
？
そ
れ
は
一
に
最
高
國
拔
經
濟
會 

■ 

•

.

.
 

: 

.

議
か
ら
か
、或
は
共
承
認
を
得
て
人
民
委
員
か
ら
發
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

O

J

次
い
：で
六
月

一

ー
十
八
日
に
一

.

般
的
國
有
令
が
發
布
さ
れ
て
、

格
ど

I

切
の
大
工
場
が
國
有
に
移
さ
れ
る
こ
と「

に
な
つ
た
。
國

W

に
移
さ
れ
た
企
業
の
數
は

.

、

一：
九

一

九

年-月一 .

日
に
八
酉
三
十
、

人：

翌
年
の
：同
日
も
は
ー

--
.や
5

^

^

或
ば
五
人
以
±
の
勞 

ノ
齡
者
を
使

.杻
す
る

.と北
ハ
.
提
桉
を
使
财
す
る
一
切
の
私
企
業

-が
.®存

i
*II
tl
目
せ
ら

.れ
、
'.へ.

か
，象
め

..数は

】

九
ニ

.. 

7 

.年

.'.

J:.'

=
>
.
.
;
•
.

日
.忆

-
f
t

五

午

八

百

三

十

四

に

上

づ

た

と

記

載

さ

れ

て

ゐ

る

c

拙

著

、
：
社

會

思

想

史

大

耍

m

 

v

五

頁

參

照)

。

此
の
國
有
の
進
行
と
同
時
に
、
勞
働
者
大
衆
並
に
經
濟
生
活一:

舣
に
對
す
る
國
家
權
力
の
.强
制
の
.力
が
.稍
大
レ
て
•行
.っ
た
。
政
府
は 

漸
く
黎
働
奔
に
向
っ
て
規
雜
、
秩
序
、
勞
働
を
强
く
要
求
し
始
め
た
。
即
ち
政
府
は
、：

一
方
で
は
特
別
の
待
遇
を
以
て
、

一
H
一
排
斥
さ 

れ
.た
枝
師
支
配
人
等
の
翦
問
家
を
軍
；用
し
、
出
來
高
賃
銀
制
其
他
.の
方
法
を
以
て
勞
働
盏
の
怠
惰
を
鞭
.撻
す
.る
と
.共
に
、
他

方「

勞
働 

i

措
缇
客
の
銃
一
的
意
志
に
對
ず
る
絕
對
的
服
從」

(

レ
ー
.ン)

を
說
い
た
。
此
の
勞
働
者
に
對
す
る
强
制
の
顶
上
に
對
し
た
も
の
が 

「

勞
働
の
芾
隊
化」

で
、
こ
れ
に
依
.て
政
府
は
勞
働
者
の
移
動
、勞
働
の
自
出
を
剝
奪
し
て
、
そ
の
必
要
と
す
る
處
に
勞
働
す
.る
こ
と
を
命 

じ
、
復
員
す
べ
き
軍
隊
を
復
M
せ
.
し̂
て
直
.ち
に
之
を
.勞
働
軍
.隊
た
ら
し
め
ん
と
し
た
。
若
し
^
,

「

菩
々
が
翁
.
1
&
問
に
ニ
fl
co
nl
f

 ̂

經
濟
を
云
々
ぜ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
若
し
も
勞
働
力
が
與
へ
ら
れ
た
る
發
展
段
階
に
於
て
經
濟
計
割
：に
相
應
し
て
分
配
さ
れ
ね
ば
な 

ら
，ぬ
：と
す
る
な
ら
ば
、勞
働
者
階
級
は
決
し
て
遊
收
民
の
生
沾
..を
送
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
彼
等
は
兵
士
と
'同
檫
に
移
動
せ
ら
れ
、
配
分
せ
ら 

れ
、派
遺
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ」

と
ト
ロ

ッ
キ
ィ
は
常
時(

..一
九1

一〇
年
四
月)

言
っ
た
も
の
，で
あ
る
。(F.Pollock, 

Die. pianwirtschaft- 

licllen「versudle in der 

sowjetunion. 

1VO
1
7
-
1
VO
2
7
. 

1
VO
2
VO
. s. 

500)

同

時

に

政

府

は

市

場

交

換

.の

廢

jh
を
勵
行
せ
ん
と
し
て
切
符
制
度
を
獷
張
む
、
賃
銀
ば
全
部
實
物
を
以V

支

拂

ふ

.べ

き

も

の

と

し

、 

電
話
水
道
下
水
瓦
斯
電
氣
の
使
用
を
無
料
に
し
、交
通
機
關
'、燃
料
.の
給
附
、
家
賃
を
ば
、國
營
企
•業
の
勞
.働
#
使
用
人
並
に
廢
疾
容
、赤 

也
堪
の
家
族
に
對
し
て
無
料
と
な
し
、
觅
に
國
營
企
業
の
勞
働
諸
使
用
人
.に
對
し
て
は
消
费
財
は
悉
<
給
養
.委
員
部(

給
養
省)

が
而
か 

も
無
料
で
配
給
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
是
が
爲
め
に
此
委
員
部
は
.一
時
三
中
八
百
萬
人
の
給
養
を
掌
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ
.

V
4
.
H
ト
五
翻
年
訐
劃
槪
論「

2U:'( 】
五

：1
1
〕

暴 ^ ^ ^ ^ . : ' '
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.五
1
ニ
> 

た
と
い
'ふ
0
.
_
,
こ
れ
は
無
論
實
行
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
：0(

5

,

&

&

3

.
-V
J
l
'
v
. 

,

以
上
は
剧
市
の
矿
で
多
る
が
、
農
民
に
對
し
て
は
是
と
同
時
に
餘
剩
穀
物
の
.强
制
的
徵
收
を
行
つ
；て
農
民
の
抵
抗
に
會
っ
た
。•

農

 ̂

の
身
.と
し
て
1
れ
ば

.折
灼
好
精
.し
て
耕
作
し
；た
農
産
物
に
餘
裕
が
あ
れ
ば
悉
く
其
部
分
を
沒
收
さ
れ
.る
■と
い
ふ
の
で
は
、
努
力
を
す 

I

s

な
.い
o
.農
民
は
作
付
反
別
'を
減
じ
、耕
作
を
粗
放
に
し
て
、
自
家
必
要
以
上
の
餘
剩
馨
を
生
産
し
ま
い
と
す
る
言
に
な
つ

爲
此
が
爲
め

_

.農
政
府
ば
，行
き
諸
ま
つ
で
、遂
に
政
策
轉
換
が
行
は
れ
.一
.九
一
一
一
年
の
寧
新

.

經
濟
，政
策

s

I

J

a

 

.

E
k

' on
o

m
i

?

 

s
k

a
j

a

 

p
i

k
a

略
し
て

N
.

 

E
.

 

p
.)

が
.採
用
さ
れ
た
。

後
に
至
つ

.

て
.
_

か
ら
，ネ
ッ
ブ
採
用
墨
る
迄
の
期
間
を
戰
時
篇
主
義
の 

時
代
と
稱
.し
て
ゐ
.る
。
宛
も
此
數
年
は
勞
農
政
府
が
國
內
の
反
_填
命
^
,外
國
の
干
渉
及
.び
封
餓
と
、
#
亡

を

賭

し

て

戰

は

，な
け

れ

ば

な 

ら
ぬ
時
期
で

.

あ
'

つ
た
。
戰
時
共
產
主
義
と
い
ふ
の
は
、
上
記
の
諸
方
策
蒸

し

：も
社
會

.

主
變
現
の
.手
段
と
し
.
て

採

用

し

た

も

の

で

な 

く

た
U
X內
亂
外
宼
に
處
し
て
.緊
急
已
む

を
得

:^
る
臨
機
の
處
置
と

し

て實
行
し

た
に

.

過
.ぎ
な
か
つ
た

と

！

F

ふ
.
.の
で
あ
る
。

.

.、

.

併

し

勞

農

政

府

當

局

者

が

艰

し

.て

上

記

の

諸

方

策

を

當

初

か

.

ら
：單
に
，1ハ
時
(0
應
.急
策
と
し
て
摘
用
し
た
.に
過
ぎ
な
か
つ
.た
か
咨
か
は
. 

疑
は
し
い
o
レ
ー
一
ン
其
他
重
な
る
ボ
ル
シ
エ
+
キ
は
、
戰
時
共
產
主
義
的
方
策
，は
社
會
主
義
經
濟
を
建
設
す
べ
き
最
も
.速
か
な
る
方
途
.

.で
あ
'
t

rf
r
信
し

；
て

ゐ

た

も

の

と

解

ず

ベ

き

理

出
が
あ
る.0

有
名
な
理
論
家
の
ク
リ
ツ
マ
：
ンの
如
き
も
戰
時
共
產
主
義
を
稱
し
て
'

「

ブ

ロ 

L
タ

リ

ヤ

自

然

轺

濟

の

最

有

，の

^
大

^
る

試

み

」

と

い

つ

て

ゐ

る(

p
o.
k
o
o
k

S. 

97, 

1
0
1
,
1
2

.-
0
1

)

。

戰

時

共

產

主

義

^
.々

ft
は

後

で

. 

術

け

^
辯

懈

名

含

ま

れ

^
ゐ

る

も

の

七

見

受

る

‘べ
き
で
あ
ち
ー
ぅ

-©
.
' 

■ 

’ 

■ 

'

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

.

?

.

.

.
:

-
.■
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•

.
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■.
,

.•
政
策
轉
換
が
主
と
し
て
農
段
の
抵
抗
の
爲
め
に
餘
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
.0
ソ
キ
エ
ト
政
府
は
、
' 資
本

主

義

の

：

癣
墟
の
上
尥
配
ち
に
市
場
な
き
社
會
主
義
經
濟
を
築
造
す
こ
と
，を，一

a

斷
念
し
、
荷
ゆ
る
市
場
の
手
段
を
利
用

.

し
.

て
.先
づ
坐産
が
を
培

養
し
、斯
く
し
て
後
に
'市
場
な
き
經
濟
を
雜
設
す
る
.と
い
•ふ
a
.向
路
を
取
る
こ
.と
.に
•し
た
。
避
が
ネ
ッ
ブ
の
极
本
思
想
で
あ
つ
た
0
そ
こ

で
.其
時
^ !

に
.行
'は
札
た
私
人
の
發
利
活
動
に
對
す
る
幾
多
の
禁
制
腿
迫
が
一.

時
に
解
除
若
し
.く
は
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
從
つ
て
‘

資

本

、

rH

義

ひ
%r
*
微
.た
る
幾
多
の，

係̂
か
復
*̂

ず
.るこ
と
に
な
つ
た
。
- 

• 

.

.

.

ヴ
‘薪
經

濟

政

笨

の

：

.發
端
.に
施
行
さ
.れ
.た
，

&

は
、
|辭

0'
.强
制
的
微
收
に
代
る
現
物
税
の
赋
課
で
あ
づ
卷
#:
し
_現
物
稅
.の
赋
課
は
、之
を

納
你
し
.た
跡
.の
農
產
物
.の
^
由
#
分
を
伴
は
■な
け
れ
.ば
.齡
意
！|

で4

る

.0

.實
際
に
又
其
通
0-
.規
宛
さ
れ
た
0
.

:

常
局
衆
は
は
じ
め
、
地
方

的
限
界
內
の
商
ロI

交
.換
0.
み
を
許
可
し
、
.又
攸

然

と

し.て
協
同
組
合
を
通
じ
て
：エ
業
品
-*
農

產

物

と

.
の

實

物

交

換

を

行

は

し

め

る

考

で

あ
つ
.た
が
、
其
で
は
所
期
.のH

的
を
達
し
得
な
い
の
で
、
先
づ
貨
幣
使
用
の
制
限
を
廢
し(

.六
月
.

)

、
.：國
立)

銀
行
を
改
造
t>(

十
月)

次
^

で
.自
.輿
又

換

に

對

す

！
^

一

 
切
の
，
制

限

を

撤

丧

す

る

(

十
1
¥)

と
い
.ふ
風
に
し
て
、自
然
經
濟
の
遺
物
.は
漸
次
に
廢
止
さ
れ
て
行
つ
た
0物
.

給
賃
銀
•も
#
給
に
改
め
ら
れ
、

一
切
の
.阈
家
無
償
勤
務
は
社
會
政
策
的
の
も
の
を
除
く
の
外
ば
皆
な
廢
.1
|
:、せ
ら

れ

、
農

業

現

物

税

そ

の

者
^
結
局
ば
純
然
た
る
金
.納
税
に
改
め
ら
れ
た(

ニ
三
年
十
二
月)(pollock, 

s; 

143-145
)
、

.
:勿

論

賺

.エ
業
、交
通
、
銀
.行
、
外
國
貿
易
.は
依
然
國
家Q

手
中
に
掌
振
さ
^
た
の
で
あ
•る
か
ら
、
私
人
の
營
狐
的
行
動
と
有
ゆ
る
產 

業
方
面
に
復
活
し
た
譯
で
な
く
、
尊
ら
商
業
、
そ
れ
も
小
寶
塵
に
限
ら
れ
た
。
.»-
し
此
方
面
に
於
け
る
營
利
活
1/
J
の
發
勝
は
侮
り
難

タ
斗
：H

ト
.五
個
年
計
劃
槪
論 

セ

(

|±;
、—:
三)

ー
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i

 

.

A,
-

(

、l

.

s

)

き
.秦

で

I
九
.ニ
'

I 
一
 一

年
.の
，終
AH
.

は
、
®
f

裔
業
の
四
分
三

.I

は
國
家(

寅
に
八
.益

：協
同
紐
合)

に
依
て
行
は
れ
た
W

小
賣
商

•

業
に
至
っ
て
•は
、，一
時
殆
ど
全
く
私
人
に
依
て
.雪
れ

た

。
、不
ッ
ブ
依
で
富
を

.得
た

と

い

ふ

意

味

で

、
不

ッ

プ

.ア
ン
と
呼
ば
れ
た
も
の 

は
即
ち
此
.等
の
商
.人
で
あ
.る
。
.
：

.

'

.

.

不

7
マ
ン
と
相
並
ん
.で
農
和
に
は
が
評
ク
ラ
ク
が
搽
頭
-し
た
こ
と
も
人
の
.知
る
通
，り
で
あ
るo ,
ク
.ラ
.ア
グ

は

、
，直

課

す
'

 

ば「

.拳」

と 

い
ふ
と
と
で
.、.
.
本
と
農
村
の
高
利
貸
を
指
す
.慕
で
あ
っ
た
と
い
ふ
が

•、
漸
次
に
廣
く
有
福
I

農
鉍

.一
般
に
對
す
る
稱
呼
と
な
っ
た
。 

元
來
十
一
巧
■
■

て
土
地
の
私
有
が
-
f

せ
ら
れ
た
時
は
、各
農
I

族
に
、他
人
を
i

せ
.ず
己
.れ
の
.力
を
以
て
耕
作
し
得
る
限 

り
の
土
地
を
均
I

分
つ
と
い
ふ
原
則
で
土
地
の
用
益
を
許
す
零
あ
っ
た
.が
-
此
時
も
旣
.に「

均
等」

の
配
分
は
事
實
上
は
行
は
れ
な 

力
.
.
っ
た
其
は
旣
に
農
民

.に
嘗
の

’別
が
.あ
り
'貧
困
な
る
農
段
は
、
以
.て
耕
作
す
ベ
き
農
具
や
^'
畜
，を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
-るo 

然
る
に
、i

上
述
の
新
經
S

策Q

採
用
に
依
.て
農

民

の

營

利

的

沾

動

に

.對

す

る

制

限

が

寬
か
に
I

と
、
當

鑛

等

の

盟

於

け

る
 

勤

馨

1

は

狡
f

る

と

否

と

の

差

異

が

，
一

I

し

く
繁

に

現

れ

，て

來

る

。

即

ち

耕

作

餘

力

の

あ

る

に

任
せ
て
裏
保
有
の
土
地 

以
外
f

他
人
の
土
地
を
借
り
足
し
て
耕
作
し
、
或
は
其
耕
作
に
賃
俯
勞
働
f

繁

し

た

り

、
所
有
S

具
や
家
畜
を
货
貸
し
た
り
、 

農
産
物
の
資
貢
其
他
の
商
業
に
依
て
利
益
を
營
ん
f

す
る
I

生
じ
て
來
た
？
こ
れ
が
即
ち
ク
ラ
ア
ク
で
あ
る
。
•

.

ク
ヲ
ア
ク
と
、
霊
中
農
と

f

れ
て
ゐ
る
セ
レ
ド
ニ
ャ
ア
ク
、
班
に
此
と
其
下
の
ベ
ド
-一
ャ
ア
ク
即
ち
貧
農
と
の
間
に
は
劃
然
た 

る
分
视
線
を
引
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て

I

ク
ラ
ア
ク
は
全
農
；

i
f
Q

少
數
f

過
ぎ
な
い
D
.
. 

5併
し
、
少
數
者
に
は 

'過
ぎ
な
ぃ
が

'

市
場
に
於
け
ゐ
穀
物

©

供

給

と

ぃ

ふ

點

か

ら

言

ふ

と

ク

ラ

ァ

グ

.
の

地

位

は

甚

だ

1

耍

で

.ぁ

る

0

藎

し

べ

ド

=

ヤ

ア

ク

は

•
^
S
I
Br
a

v
レ
ト
ニ
ヤ
ア
;̂
と
.1'
も
自
家
の
消
费
量
以
上
に
，は
餘
り
市
場
に
穀
物
を
供
給
ず
る
餘
裕
を
持
：た
な
い
.，か
.ら
.1?
'
あ
る
0
'此
_の
ク
テ
. 

ア
ク
の
搽
頭
は
共
產
主
義
盏
に
取
つ
て
當
然
愧
惱
心
痛
の
種
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

，

レ
r
ノ
其
他
の
共
產
中：

義
者
は
固
ょ
り
，ネ
ッ
ブ
マ
ン
及
び
ク
ラ
ア
ク
；M
頭
の
危
險
を
承
知
し
て
ゐ
るo

現
に
レ
ニ
ー 

ン
の
，如
き
も
、
自
凼 

賣
買
を
公
認
す
る
こ
と
に
決
し
た
後
、
.自
ら
斯
ぅ
言
つ
た
。「

交
換
の
自
凼
は
商
業
の
自
由
を
意
味
す
る
。
,；
:.;吾
々
は
待
な
此
の
交
換 

か
ら
、
而
し
て
此
の
自
出
商
業
か
ら
、
必
ず
商
品
生
産
者
の
赘
本
所
有
者
と
勞
働
カ
所
有
者
と
へ
の
分
立
、
.即
ち
资
本
家
的
賃
銀
奴
隸 

制
の
洱
建
が
生
ず
る
こ
と
を
.承
知
し
て
ゐ
る
。：

資
本
家
的
賃
銀
奴
隸
制
は
天
か
ら
落
ち
て
來
る
C
の
.で
は
な
く
て
、
農
業
商
品
生
產
か 

ら
生
じ
た
.世
报
に
成
立
す
石
も
の
で
あ
る
O
J penin. 

D
a
s
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p:ltnis 

der 

’
rlpeiterklasse 

N
u
m
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(
m
i
s
r
e
n
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-wauerntum. 

1
9
2
0

併
し
何
5>
11
:
龠

主

義

蓮

設

の

爲

め

，に

は

生

產

カ

の

双

双

が

第

，ー
の
急
務
で
あ

.る
，と

い

ふ

益

場

か

ら

、

此

危

險

を

.胃

す

も

已

む

こ 

と
を
得
ず
と
.決
心
し
た
■の
で
あ
^

從
つ
て
此
時
代
の
レ
一
一
ン
は
、
徒
ち
に
资
本
生
義
復
舊
の
危
險
を
惧
れ
て
許
'-
0
は
居
ら
れ
な
い
と 

い
.ふ
立
場
か
ち
、却
て
往
.々
資
本
主
義
_
美
に
類
す
る
言
葉
を
吐
-い
た
0
‘度
々
1̂
用
さ
れ
た
が
彼
の
.

「

現
物
1

|」

の
中
に「

资
本
主
義
は 

社
會
主
義
を
以
て
之
を
洲
れ
ば
害
惡
で
あ
る
。
中
世
に
對
し
、
小
規
撥
生
產
に
對
し
、
小
生
產
衷
の
分
裂
と
結
合
せ
る
官
僚
击
義
に
對
す 

れ
ばf

资
本
生
義
は
宰
福
で
あ
る
。
吾
々
が
ま
だ
小
坐
產
か
ら
直
ち
に
社
會
主
義〈

轉
化
す
る
，こ
と
能
は
ざ
る
限
0
、
或
程
度
に
於
け 

る
资
本
主
義
は
小
组
遽
と
交
換
と
の
產
物
と
し
て
避
く
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
程
度
に
.於
て
叉
苦
々
は
、
#
本
主
義
を(

殊
に 

そ
れ
を
國
家
資
本
主
義
の
河
床
に
缇
く
こ
と
忙
依
て)

小
生
產
と
社
會
主
義
ネ
の
中
|]
1

1

階
梯
と
し
て
、
.生
產
カ
を
增
進
せ
し
む
る
爲
め 

の
手
段
行
遂
方
法
と
し
て
利
/|
]
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

と
說
い
た
如
き
は
其
ー
例
で
あ
る(

1
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“

彼
れは
、
.
.
部

分

的

に

資

本

主

義

を

復

衍

せ

し

め

て

も

決

し

て

充

分

u

之
を
復
活
せ
し
め
ぬ
と
と
に
依

て
將
來
の
社

#

主
義

建
^
を 

擁
f

る
と
エ
政

f

取
っ
た
。
資
本
_

齧

乱
海

す

1

障
I

f

 

s

g

H
業Q

國
有
、
.外

蟹

I

國

麗

タ
 

.銀
行
、
六
又
通
機
關
の
國
有
國
營
で
あ
-^
?
之
を
.ボ
ル
.、>,H.

ヰ
.キ
は
袖
し
て
命
令
高
地
と
言
つ
た
。.

,

‘

，

. 

' 
四

.

-

.

.
ぺ
.

.一
-
. 

. 
人 

ン.
僅

#

f

共
產
■

取

0
て
多
大
の
危
險
を
含
ん
だ
に
拘
ら
ず
.

猶
且
つ
之
'

を
敢
行
し
た
.

の
.

は
‘
.
ー

に

上

述

の

如

く
 

段

，そ

刺

用

し
.て
塵
力
を
增
進
せ
し
め
ん
が
爲
め
で
あ
つ
た
。
：然

衾

、
r其
の
.肝
心
の
.生
產
力
は
何
ぅ
で
あ
っ
た
か
舂
ふ
今

n疋
れ 

は
確
か
に
新
講
政
策
採
用
馨
し
く
増
加
し
た
。
■避
れ
に
は
勿
論
外
戰
內
亂
の
終
想
、
'
1

.

1 一、
.二
三
I

豐
作
も
與
か
っ
て
力 

あ
っ
S

、
.キ
：と
し
て
.社
市
場
經
濟0.

復

活

に

依

て

刺

戟

互

た

私

人

一

の

營

利

的

活

動

に

I

も
の
で
I

t

は
爭
は

れ

な

い

。

一

暴
し
く
減
少
I

た
都
市
人
口
はg

び
增
加
し
始
め
、
体
業
工
場
L

轉
を
開
始
し
、
.

一
般
'

の
.

生
沿
標
準
も
上
進
し
た(

w
.
.
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r
-
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.
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今
塞
力
恢
復

.の
速
f

見
る
と
ノ
エ
業
I

の

讓

は

、

一
時
大
戰
前(
一
九」

三
I

一
 

五

乃

至

ニ

〇

.

|

言

ふ

處

ま

で

下

落 

し
、
；疆

囊

金

屬

の

讓

に

至

つ

て

は

、一

一
嘉
下
り
、
農
產
物
は
同
じ
く
戰
前
S

五

彦

落
ち
I

い
ふ
s

i

l

l

H
/
y 

M
V
O
今
試
み
花
グ
リ
ン
コ
の「

71
:僩
年
計
割」

か
ら
f

後
の
：X
業
、農
業
生
產
額
の
増
減
とj

九
一
三
年
度
の
夫
れ
i

す
る 

苗
汾
率
の
：擻

字

を

拔

萃

す

れ

仗

左

の

如

く

で

あ

る

：
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9
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蒙
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丄
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六
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一
九
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六
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七
年
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0
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三
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三
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九
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四
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一
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六
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五
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五
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三
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一一 

五
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•九
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八
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五

四
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四 
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丄
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五
九
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六
六
•
五 

.七
六
•
八 
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九
穴i

 

r
o
K
•四

1.

九
一
三
年
度
の
生
產
額
實
數
は
工
業
八
.十
四
傲
三
十
萬
留
、
農
業
百
十
六
億J

千
萬
、
It
一
百
億
一
千
萬
.留
で
あ
る0)

M
に
ネ
.
'ソ
ブ
採
用
の
年
を
恶
本
と
し
て
之
を
其
後
に
於
け
る
エ
業
生
產
顧
と
沘
較
す
机
ば
、
其
勢
カ
の
_‘急
速
丸
石
こ
と
が
一
歷
明
瞭 

と
な
る
。
左
の
如

--
<
で
.ぁ
.る(

0
1吕
0-
6
1
1
1
1
1
,
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前
記
の
表
に-

E

て
見
る
と
、
露
西
爆
民
經
濟
の
生
產
ヵ
は
、
エ
業
農
業
或
は
塵
全
體
に
就
い
て
も
、」

九

一.一
六—

七
ハ
牛
c
I.
C
 

戰
前
の
塵
に
.復
歸
し
て
更
に
之
を
超
過
し
て
ゐ
る
。
即
ち
新
經
濟
政
策
に
依
星
劈
の

藝

は

、

一
九
.一
一
六
丨
七
ザ
に
成
就
し
た 

の
で
あ
る
。
然
る
に
此
に
問
題
が
I

と
'い
ふ
の
は
、
此
頃
に
至
る
迄
の
生
產
ヵ
道
は
■全
く
文
字
通
り
の
恢
復
で
あ
つ
て
、
新
し
い
逮 

設
で
は
な
い
。‘
 

H

ト
露
璧
は
大
體
に
於
て
I

露

麗

I

f

相
續
し
、

工

場

鑛

山

鐵

翼

他

馨

I

囊

備

を

利
用
し 

て
生
遗
し
た
0
此
時
代
の
問
題
は
、
軍
命
後
に
放
變
は
荒
廢
の
.儘
に
委
せ
ら
れ
た
生
產
設
備
を
如
何
に
し
て
利
用
す
べ
き
か
と
い
ふ 

w

で
あ
つ
た
。
而
し
て
上
記
の
擎
の
間
に
兎
為
其
を
利
用
し
て
、
.旣
祥
の
畫
設
備
が
許
す
限
り
の
生
産
力
は
實
現
さ
れ
た
。
次 

の
問
題
は
新
な
る
證
で
あ
る
。
唐
設
備
の
利
用
で
な
く
て
、
生

囊

I

I

.
全
く
新
た
に
造
り
出
し
、
若

V

は
馨

の
も
の

を
f

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
唐
設
備
と
い
へ
ば
結
局
固

_

本
の
.設
備
.で
あ
る
。「

固
定
資
本
の
補
充
と
擴
張
と
が
結

こ 

九
ニ
七
年
以
來
焦
盾
の
麗

I

つ
た」

？

ck) 

'

生
產
設
備
1

設
擴
張
は
獨
り

，

ソ
ヰ

H

ト

露

西

停

潜

靜

此

の

狀

變

：

f

續

气

时

札

.

.

量

湾

^

. 

. 

. 

. 

- 

- 

.

.

.

. 

. 

V

I
な

け

れ

ば

な

ら

，ぬ

叫

題

で

あ

る

o
:.
而
し
て
此
問
題
解
決
の
方
法
は
讀
翁
諸
对
御
承
知
の
如
く
ニ
あ
る
o
市
揚
價
格
を
晴
雨
許
と
し
て
、 

消
毀
財
と
生
産
財
と
を
問
は
ず
”

た
V

其
生
產
費
に
比
し
て
市
場
憤
格
の
最
も
高
い
も
の
を
也
度
す
る
方
法
が
第
一
で
あ
るo

.

今
一
っ 

は
、
市
場
憤
格
の
高
低
忆
論
な
く
、
或
は
全
く
市
場
價
格
を
廢
し
て
、
國
家
が
自
ら
そ
の
獨
特
の
立
場
か
ら
、
最
も
必
要
又
は
望
ま
し 

$

と
認
め
る
も
の
を
生
産
せ
し
め
る
方
法
で
あ
..るo

此
場
合
に
於
て
は
旣
得
の
生
產
カ
を
何
れ
の
方
向
に
川
ふ
る
べ
き
.

か
、
消
費
財
の 

坐
糜
に
か
生
産
財

.

の
坐
產
に
か
、或
は
如
何
な
る
生
產
財
の
坐
產
に
用
ゐ
る
べ
き
か
は
、國
家
が
自
FI
1

に
決
宛
す
る
。

反
之
、前
の
#

合 

.

に
於
て
は一

.

切
の̂

: ^

は
7 1
)

場
價
格
の
高
低
に
扪
て
決
定
さ
れ
る
が
、
市
場
價
格
の
高
低
は
生
產
物

.

に
對
す
る
有
效I

而
耍(

購
賈
力
を 

俘
ふ
需
要)

.

に
山
て
左
右
さ

.

れ
る
。
消
费
財

(•
€

對
す
る
有
效
需
要

.

が
消
費
の

.

欲
望
と
其
所
得
に
由
て
定
め
ら
る
&
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な 

，い
。
併
し
消
费
財
に
對
す
る
需
要
は
、
直
ち
に
以
て
共
消
费
財
を
造
る
べ
き
生
產
財
に
對
す
る
需

.

要
と
な

.

る
も
の
で
は

.

な
い
。
パ
ン
を 

.

質
ふ
者
は
消
毀
者
で
あ
る

-.
0

併
し
パ
ン
を
迆
る
ベ
き
小
麥
を
買
ふ
者
は
消
費
奢
で
な

X

て
、
製
粉
業
者
、.

又

穀

粉

を

貢

ふ

客

は

パ

.ン
製 

造
者
で
あ
る

0

製
粉
機
械
、
パ
ン
；燒
镒
を
賈
ふ
者
に
就
い
て
は
言
ふ
迄
も
な

.

い
。
此
場
合
の
小
麥
又
.は
製
粉
機
又
は
パ
シ
燒
撤
は
淮
ル 

が
何

.

を
以
て
質
ふ
か
。
答
べ
て
日

.

ふ
、そ
れ
は
企
業
家
が
資
本
を
以
てI

貝
ふ•の

；；

で
あ

'

る
。
資
本
は
如
何
に
し

.

て
成
立
す
る
か
。廣
い
意
味 

の
貯
帮
に
依
て
C

あ
る
。
其
處
で
浩
し
も
國
段
所
得
の
多
く
の
割
合
が
貯
蔷
さ

.

れ
ゝ
ば
、
爲
め
亿
坐
產
手
段
に
對
す
る
癖
要
は
比
較
的 

增
進
し
、
其
惯
格
を
比
較
的
騰
貴
せ
し
め
、
從

'

つ
て
國
民
生
產
カ
の

P

い
多
く
の
部
分
が
坐
產
財
の
生
産
に
向
は
し
め
ら
れ
、
反
對
な 

ち
ば
又
反
對
の
：結
报
を
生
ず
る
し
、若
し
叉
國
民
の
純
所
得
’

が
擧
げ

.

て
满
资
の
爲
め
に
支
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、國
應
經
濟
は
靜
止
：の
狀
態 

を
續
け
る
で
あ
ら
ぅ
。
此
場
合
に
或
は
消
费
財
に
對
し

.

て.

比
較
的
多
: «

の
生
產
手
段

.

が
生
靡
せ
ら
れ
、
或
は
此
較
的
多
量
の
消
費
財
が 

■々

^

ト
艽
？
年
贵
？
.概
猶 

ー
~ー

2

5

.

负
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i

坐
產
せ
ら
f

こ
l

i

l

體Q
.

上
か
ら
見
て
或
は
馨
し
い
か
も
知
れ
な
.い
し
、或
は
I

し
く
な
い
か
も
知
れ
ぬ

c
併

. 

斯
く
或
は
多
く
の
或
は
名
く
の
生
産
手
段
が
生
產
せ
ら
る
、
こ
：と
は
、
國
s

s

f

利
害
が
ら
見
て
決
せ
ら
る
、
の
で
I

い
，
 

原
則
と
し
て
所
得
J

者
®

ぶ
の
利
寒
秦
め
る
所
上
由
て
左
右
さ
机
る

？

f

。
_

の
8

は
取
.ー
で

は

な

ヤ

|

 

.來
の
.危
險
出
來
事
.忙
對
す
i

心
か
ら
帝
は
れ
る
こ
と
も

或

は

單

純

に

利
殖
i

め

菩

は
れ
る
こ
.

と
も
I

ぅ

し
て
も
'
 

貯
蓄
者
は
該
國
袭
濟
の
蠢
方
向
蒸
李
る
こ
と
が
目
的

.で
■

す
•る
の
で
岩
い
。
而
か
も
期
せ
ず
，

j

て
結
果
は
决 

產
.力
を
生
產
手
段
の
坐
產
に
向
は
し
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
^
る
o'

唐

手

段

と

X

.ば
、
加
工
を
受
け
て
生
産
物
と
な
|

料
も
、加
エ
に
用
ゐ
ら
る
高
械
や
道
具
观
ち
固
定
資
本
も
、等
し
^
 ̂

手
段
で
I

。
併

し

一

彥

i

物
.裏
る
に
原
料

S

す
る
こ
と
は
、國
.

濟
の
發
展
ど
左
程
に
深
い
關
係
の
な
い
■

で
あ
るc 

關
係
が
あ
る
の
は
、
一K

の
生
産
物
を
造
る
に
先
づ
其
を
造
•る
べ
き
機
械
又
は
道
具
を
生
産
し
、
而
し
て
之
を
用
ゐ
て
唐
す
る
と
い
ふ 

方

管

取

る

I

定

f

。
I

が
行
は
れ
て
も
行
は
れ
な
い
で
も
、原
料
I

產
f

れ
、生
f

ら
れ
I

料
が
加
工
さ
れ
i
 

俄

唐

物

i

t

差

は

、
.大
靈

り

は

な

い

.0
變
り
が
あ
る
の
は
、固
定
資
本
t

.生
産
手
段
f

產
せ
ら
れ
、而
し
て
f

用
ゐ 

て
生
產
ヵ
行
は
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。
然

る

鐘

_

本
た
る
塞
手
段
と

X

Q

.は
、
畢
竟
金
露
を
以
て
^
つ
た
機
械
顴
亦
共
t
部 

分
を
占
め
H

I
。
即
ち
一
國
民
經
濟
に
於
て
貯
蓄Q

竞

行

は

？

垂

と

は

整

業

と

重H

業

急

.潔

|

め
るQ

で
I

O

.

ソ
ヰH

ト
露
西
通
が
帝
制
露
西
！

€4

か
ら
繼
承
し
.た
生
歷
設
備
は
、
大
部
分
上
記
の
市
'%
價
格
_
權
に
侬
て
■

ら
队
た
も
の
で
.I
O 

然
る
に
今
新
な
る
固
慶
本
の
擴
張
を
行
ふ
に
食
つ
一
て
は
、
ソ
牛h

ト
政
府
と
レ
て
は
當
f

場
顧
格
I

I

、
國
家
の
銃
：一.的
計

_

忙

從

つ
.て
之
そ
«-
は

农

け

れ
.ば
.̂
-̂
ぬ
か
ー
其
を
抓^-
に
し
て
/-
-
-打
も
^

,

.

.

.

.

.

.デ

• 
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：
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.
 

, 

■

併
し
阈
家
の
銃|

的
藝
經
濟
を
行
ふ
に
就
い
て
第
一
.の
.困
難
.は
、
蠢

全

人

口

.の
八
'割
業

め

る

■ニ
.億
何
千
萬
人
と
.い
ふ
變
で 

あ
る
。
勿
籠

佳

は

柯
々
の
階
勝
が
あ
り
、典
の
i
ァ
オ
ロ
ギ
ィ
も
決
し
て
單
ー
で
は
な
い
が
、併
し
兎
に
篇
等
が
皆
な
個
人
的
商 

品

唐

I

I

こ
と
は
動
か
す
f

行
か
な
、い
。
其
生
產
は
小
規
f

、
.其Q

個
々.Q

集

力
は
論
ず
る
に
足
ら
ぬ
と
し
て
も
、
兎 

货
此
の

多

數Q

營
利
生
S

靠

培

し

て

は

、
社

富

義

醤

は

#
續
出
來
ぬ
。
社
#

S

_

Q計
S

中H

莲
非
此
の
農

民
を
如
何
に
處
孥
べ
き
か
I

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蟹

#

へ
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
_

と
し
て
は
、
I

農
M
を
ば
大
工
業 

の

货

麵

繁

と

层

、
之

を

綴

々

立

の

生

_

で

な
く
て
、
大
經
營
に
於
け
る
貸
樊

、
又
は
共
に
類
似
の
位
置
に
在
る
も
の
た
ら

:

し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
？ 

：  

-
 

■

. 

.

工
業
の
方
而
でa

、
g

l
H

集

證

し

た

Q

は

概

業

で

あ
？

、
機

械

類

益

Q

唐

用
S

多
く
蜜

外

國

ら

輸 

入
し
た
。
今
若
し
歐
羅
巴
全
土
に
革
命
が
起
つ
て
、
ソ
ヰH

ト

露

西

票

歐

羅

巴

社

會

、王
義
聯
邦
の

.T

成

員

と

な

，る

と

い

ふ

事

な

ら

是 

れ
で
这
支
な
力
ら
ぅ
が
、
周
辟Q

列

票

基

本

、讓
國
で
蒙
證
に
於
て
は
、
獨
り
輕

H

業
の
み
營
ん
で
ゐ
て
鐘
濟
上
先
進 

工
業
國
附
思
|

に
妾
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
翌

Q

I

、義

爲

經

濟

をI

す

ろ

に

はn
I

H

業

を

持

た

ねば
な
ら
ね
。

只
ち
旷
^
の
通
り
：
.ソ
ヰ
エ
卞
露
四
耶
の「

エ
業
化」

と
は
、.
單
に
エ
業
を
盛
ん
な
ら
し
め
る
こ
と
で
は
な
い
0
農
業
.と
の
關
係
に
於
け 

る
工
業
、
輕

H

業
と
の
關
係
に
於
け
る
重
工
業
の
證
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
4 

•

ン
キ
エ
ト
五
個
年
計
剴
槪
論 

j

五

c

i
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ニ
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ノ

^
逄
は
咋
今
の
問
題
で
ば
な
い
。
新
經
濟
政
.策
.の
採
用
は
確
に
資
本
主
義
に
向
っ
て
の
一
種
の
退
却
で
は
：あ
っ
た
が
、
是
は
所
謂
戳
術 

的
退
却
で
あ
っ
て
、淡
し
て
社
#.
主
義
建
設
と
W
ふ
闫
的
の
放
棄
1
思
张
す
る
も
0'
で
は
な
い
。
新
經
濟
政
策
も
.戰
時
共
產
、东
義
も
、北
ハ 

肝
、も
.の
.目

的

は

變

っ

て

ゐ

な
い

；！
：：

で

あ

るo
r國
の
工
業
化
、其
と
關
聯
し
て
の
農
業
の
掛
術
的
社
#
的
栽
礎g

變
舉
V而
し
て
最
後
に
國 

斑
經
濟
の
益
々
廣
き
領
域
を
ー
個
の
銃
一
的
計
戡
に
從
»
せ
し
む

る

こ

と」

こ

れ

が

新

經

濟

政

策

の

「

极

本

思

想

し

だ

と

ボ

ロ

ッ

ク

は

.言 

っ
.て
ゐ

る\(
s
.

に
7
0°
而

し

て

觅

に|
-エ
業

化」

の
意
；味

に

就-い.て
も
.、「

.エ
業
國
と
い
へ
ば
、
、ポ
ル
シ
，ェ
ヰ
キ
は
經
濟
的
筑
點
の
所
在 

力

堺
に
太
工
業
其
^
忆
あ
る
國
家
の
意
味
.に
解
せ
ず
し
て
、
彼
等
は
エ
業
化
は
、輿
ら
行
は
る
、
大
エ
業
の
.中
.で
ff
i

-x
業
が
、胄
ち
エ
業 

膝
料
及
び
生
產
手
段
の
生
産
"
即
ち
就
中
鑛
山
機
械
及
び
動
力
生
產(

マ
ル
ク
ス
の
シ
ェ
マ
に
於
け
る
第
一
部)

、が
決
定
議
と
な
れ
る 

場
合
に
始
め
て
遂
行
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
見
る
の
で
.あ
る
.。
輕
X
業
が
高
度
の
發
達
を
遂
げ
、
.消
費
財
生
産
の
遂
行
に
必
要
な
る
機
械 

及
び
原
料
は
主
と
し
て
之
を
外
國
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
國
は
、
ポ
ル
シ
ェ
年
キ
の
見
解
に
由
れ
ば
、
獨
立
.の
.
工

業

國

と

認
む

。へ
き
も
の 

で
な
く
、
堪
に
重
エ
業
品
供
給
#
の
附
屬
物
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
1-
0
:

(

$
.
1
2
7
,
1
2

00)

.
楚
は
ソ
斗
キ
ト
政
漿
に
當
然
含
ま
.れ
た
こ
と
で
あ
る
が
.、「

恢
復」
の
時
代
が
終
っ
て「

建
設」

の
時
代
が
迫
る
.に
從

.つ
て
愈
々
痛
切
の 

cE.

題
と
な
っ
^
。

，

へ

ば

共

產

黨

第

十
^
1囘
太
會
の
如
き
も
共
決
_
中
に
左
.の
如
く
聲
明
し
た
.の
で
あ
る
0「

經
濟
的
建
設
は
ソ
年
ェ
ト 

聯
邦
を
、
機
械
及
び
土
場
設
備
を
輸
入
ず
.る
_
か
ら
轉
じ
て
之
を
生
產
す
る
國
た
ら
し
め
、
斯
く
し
て
又
ヰ
ェ
ト
聯
邦
を
、
之
を
取
り
. 

園
む
資
本
主
義
世
#
經
濟
の
經
濟
的
附
風
物
で
な

く

、

之
を
一
.

個
獨
立
の
經
濟
單
位
た
ら
し
む
る
と

.い

ふ

見
地
の
下

に

遂

行

せ

ら

れ

^

ば
.な
.ち
ぬ
.
.
.

」

-〈

2
1
.
.
.
1
6
1
-
1
:
-
.
.

げ
<
;
1
,
1
>
-
0
1
1

。0
べ
.
.
3
"

1.2:9). 

.

ソ
ヰH

ト
經
濟
發
展
の
方
向
は
上
述
の
如
く
で
あ

.

る
と
- 1
,
.
.て
、
此
計
爾
の
立
案
決
定
に
當
る
も
の
に
誰
れ
で
あ
る
か
。
此
に
就
い
て 

今
日
最
も
重
要
な
役 

E

El :
l J
^

o

v

t >
^ ,
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^
( o
^

G

o

s

l
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d

a

r

s
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v
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j
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P
l
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r
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S
T

0
「

^

家
奸
劍
發
员
會)

略
し
て
.
'、

n

ス
ブ
ラ
.ン
で
あ
.る
。
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
.の
前
に
は
露
西
蓝
電
化
委
員
會(

ゴ
ェ
ル
ロ )

が
設
け
一
ら
れ
た
於
、逃
ん
で
國
拔
經
濟
全
體
に 

K

る
系
統
的
計
®
を
立
て
る
に
は
至
ら
な
.か
つ
た
‘。
ゴ
ス
ブ
ラ
シ
の
始
め
て
設
置
、さ
れ
た
の
は
一
九
一
二
年
二
月
二
日
の
事
で
、
爾
來 

檨
々
の
變
遛
を
閱
み
じ
4
又
多
く
の
闲
難
に
^
遭
遇
し
^
後
、今
日
で
は
聯
邦
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
は
計
割
經
濟
全
體
の
頭
腦
に
な
つ
て
ゐ
る
。

元
來
計
割
經
濟
れ
事
は
、
旣
記
の
如
く
當
初
は
最
高
國
民
經
濟
會
議
が
之
に
當
る
ベ
■き
窖
で
あ
つ
た
。
然
る
に
實
際
の
發
達
上
此
の 

會
議
は
.獨
り
エ
業
の
統
制
と
.い
ふ
限
ら
れ
た
職
分
を
行
ふ
も
の
‘に
，な
つ
た
0'
で
、
M
に
國
防
と
共
に
ェ
業
と
他
の
經
濟
諸
亂
門
ど
の
連 

製
钇
掌
る
爲
め
に
、
人
民
委
員
會(

內
閣)

に
侬
て
直
接
任
命
せ
ら
れ
、
人
民
委
員
#
議
長
を
議
長
と
ず
る
g

c

l

H

i

こ

O
b
o
r
o
n
y

 

(

勞
働
及
び
國
防
會
_0
略
し
て
ス
K
オ(s. T. 

0
.

)

が

設

げ

ら

れ

た.°
今

記

さ

ん

と

す

る

ゴ

ス

ブ

ラ

ン

は

觅

に

直

接

此

の

ス

ト

オ

に

從 

屬
す
る
'一
委
員
會
で
あ
つ
て
、
.形
式
上
が
：ら
曹
へ
ば
，
皐
に
ス
ド
ォ
、
■.の

一
補
助
機
關
に
過
ぎ
ず
、
何
等
の
行
政
.的
權
能
を
持
た
な
い 

も
の
.で
あ
.る
.が
、
.事
實
上
.に
於
て
は
此
が
ソ
ヰjf

ト
聯
邦
の
全
計
劃
經
濟
の
中
心
と
な
つ
て
ゐ
る
。

ゴ
ス

ブ
ラ

ン

の
任
務
は
何
で
あ
る

'

か
と
い
，ふ
と
、
政
府
，の
諸
部
局
國
營
八
土
業
、
國
營
並
に
集
團
農
場
か
ら
提
供
さ
れ
た
見
込
資
料
を 

盤
！
？

組
織
し
て
尨
大
な
將
來
の
經
濟
的
發
達
に
對
す
る
計
晝
を
立
て
る
。
其
li
t
劃
が
政
府
の
承
認
を
得
て
實
行
案
と
な
り
、
私
企
業
を 

除
く
外
一
切
の
生
產
連
輸
配
分
が
之
を
茈
準

:<
?

2

し
で
：行
は
れ
な
け
れ

.

ぱ
'

な
，ら^

い
の
で
あ
る

0

.

 

•

.

ソ
4 H

ト
五
個
啤
計
割
槪
論 

r

七
n

O
J
E一
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、

牛

I

I

I

 

一

八

(

i

s

•
I

ェ
ト
聯
邦
の
政
治
制
度
は
絕
ぇ
ず
變
革
さ
れ
る
が
、
比
較
的
新
し
い
報
導
|

る

と

.ゴ
ス
タ
ラ
ン
は
政
府
に
任
命
さ
れ
た
一
一

.十
一
ー
人
の
翰
留
を
以
て

.
#成
せ

ら

れ

、
人

民

委

員

會

の

，
副

議

長

が

之

を

生

宰

す

，る
。

ゴ

ス

プ

ラ

ン

は
左
の
如

き

十
ー
の
部
局
：_エ
分
1
て 

ゐ
.る
。 

. 

.

.
 

'.
 

.

_(

ー)

1/
ブ

部

.こ
れ
が
燃
和
及
び
震
を
檐
當
し
、
國
の
動
力
源
を
調
茶
し
、
•其
利
用
に
就
い
て
の
案
を
作
るC

又
燃
料
及
び
霉
匕 

の
案
も
作
成
す
る
。

. 

,

:

:

•

:
0
ー)

エ
業
南
°
こ
れ
が
エ
業
產
額
に
對
す
る
最
後
の
統
制
數
字
を
決
定
す
る
。
.此
部
は
更
に
金
屬
エ
業
化
學
エ
業
、
木
材
工
業
、P. 

維
工
業
等
幾
多
の
小
部
局
に
分
た
れ
る
o'
 

.
 

.

.( 一

一-、農
業
®
。
此
部
は
作
附
段
別
の
摘
張
、
種
子
飼
料
分
配
の
案
を
作
成
し
、
又
一
般
的
に
國
重
場
謹
農
場
の
指
综
に
當
る
。

(

四)

建
築
部
。
‘
一
般
の
建
造
案
を
檐
當
し
、新
都
市
の
設
計
を
な
し
、建
造
の
標
準
を
確
立
し
-
建
築
材
料
の
充
分
な
る
供
給
を
保
障 

せ
ん
こ
と
に
努
力
す
る
。

(

芄)

運
輸
交
通
部
。
鐵
遒
及
び
水
運
體
系
及
、び
郵
便
電
信
電
話
の
設
計
に
當
る
。

(

六)

消
毀
及
、び
分
配
部
。
ソ
ヰ
ェ
ト
.聯
邦
に
於
け
る
小
賣
商
業Q

要
部
を
檐
當
す
る
消
費
組
合
の
發
讓
張
を
設
計
し
、
貨
物
分
配 

を
詞
.窬
し

、

又

食

物

の

供

給

と

關

係

ぁ

る

場

合

に

は

冷

藏

倉

廊

の

建

築

の

如

，き

建

設

の

計

盡

|

作

成

す

る

。

C

七)

勞
働
及
び
熟
聲

I

部
。
此
部
は
技
師
、
孰
練
家
、
習
熟
不
習
熟
勞
馨
の
必
耍
及
び
供
耠
を
計
算
し
、
技

馨

熟

エ

奮
 

の
機
湖
を
訐
窬
す
る
：0
又
賃
銀
、
勞
働
生
產
力
の
增
進
、
社
會
保
險
、
勞
働
保
險
法
の
.事
も
揍
當
す
る
Q

C

八〕

文

化

部

。

擧

校

北

ハ

他

敎

育

の

事

を
» -

常
す
る
か

' 
新igv.'

圓

書

節

ラ

_,チ

す
V

映
t :

演

I'
di
.ハ
他
^

衆

の

文
^ .
程

度

を

：高

む

べ

き

こ

と

 

は

凡

て

此

部

の

擀

當

に

屬

す

る

？

.(

九)

科
學
部
。
科
學
的
硏
究
資
源
棵
險
等
を
も
含
む
關
す
る
立
案
を
掌
る
。

(

十〕

經
濟
及
び
統
評
部
。

'ゴ
ス
ブ
ラ
ン
の
仕
靡
に
肝
要
な
る
統
計
的
资
料
を
藻
す
る
。

(

十
一)

紐
織
部
。
ゴ
ス
プ
ラ
ン
の
部
業
其
客
を
訐
窬
し
及
び
其
輿
問
家
使
;|
1
人
の
撰
擇
に
當
る
。

、

此
外
に
ま
だ
ゴ
ス
プ
ラ
ン
に
は
經
濟
研
究
所
が
あ
っ
て
經
濟
計
肅
の
方
法
其
#
を
硏
究
す
る
。

ゴ
ス
ブ
ラ
ン
の
使
刖
人
は
.最
近
ま
で
ー
〇
ー
ー
0
人
が
、
其
中
四
七
〇
人
が
專
門
家
、
殘
る
も
の
が
書
記
で
あ
っ
た
と
い
ふ(chambe.

n
.
n

 

pp. 
l̂

2
I)

o
 

:

:

，
有
名
な
ゴ
ス
プ
ラ
ン
と
は
大
略
斯
様
な
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
前
述
の
如
く
此
娄
員
會
は
直
接
行
政
的
樅
能
は
持
た
な
い
が

、

其

？
 

決
宛
し
た
1!
1
肅
が
一
度
政
府
の
承
認
を
得
る
と
-
北

ハ

が

最

終

の

動

か

す

べ

か

ら

ざ

る

も

の

と

な

り

、
各
：エ

場

、
各

國

營

.又

は

集

團

農

場

ょ 

最
善
を
-謙
し
て
其
以
上
の
坐
，鹿
成
織
.を
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
ゐ
る
0 

以
上
は
ソ
チH

ト
聯
邦
.の
.最
高
ゴ
ス
ブ
ラ
シ
に
就
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
此
聯
邦
を
構
成
ず
る
六
の
各
共
和
國
に
も
夫
々
ゴ
ス 

ブ
ラ
ン
が
あ
り
、
.页
に
各
共
和
國
の
政
治
經
濟
的
厫
域
た
る
自
治
共
和
國
、オ
ブ
ラ
み
ト
、
ク
ラ
ィ
、
オ
ク
ル
ゥ
グ
、
M
に
下
級
の
レ

ョ
 

ン
.に
も
、夫
々
此
に
相
當
す
.る
評
劃
委
員
會
が
あ
る
0
而
し
.て
此
，等
計
_
委
員
會
は
、
ー.方
に
於
て
.は
其
地
區
の
行
政
部
に
直
場
す
る
と 

共
杧
、
.他
方
に
.於
て

、
：典

上

級

及

び

下

鋏

の

訐

刺

寶

會

と

連

終

を

取

る

0
例
へ
ば
、
オ
ク
.ル
ダ
の
計
劃
委
S

は
、

一

方
疆
オ
ク 

ソ
ヰ
T

五
相
.
卬
計
勘

槪

論

 

一

九

C
.五
二
五

)



'
 

1

-

1

1

.

 

g
 a

 
五
§

ル
グ
行
政
部
の
權
威
下
に
立
.つ
と
共
に
、
他
方
そ
の
上
級
た
る
オ
ブ
ラ
ス
ト計
輝
委
員
會
か
ら
指
揮
勸
吿
を
受
け
、又
之
に
對
し
て
狡 

蓄

な

す

.の
義
務
が
I

。
オ
プ
ラK

ト
■

委
員
會
の
.共
和
國
計
割
委
員
會
に
於
•け
る
亦
た
同
檨
であ
る
。

r 

.

、
 

同
時
に
^
方
忆
於
て
人
段
委
員
會
の
各
袭
員
辨
に
は
夫
々
計
肅
部
が
あ
»)
-
.
、
‘
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
ば
此
と
.連
絡
を
取
る
C

列
へ
7

^

^

委
J

 

部
交
通
委
員
部
或
は
最
高
國
民
經
濟
會
議c

こ
れ
が
普
通
國
內
開
の
备
當
相
當
す
る)

は
夫
々
訐
鐵
部
を
有
し
、
之
を
澉
じ
て
吁
虜 

料
は
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
に
議
せ
ら
れ
、
又
之
を
通
じ
て
決
宛
せ
る
S

が
夫
々
商
業
、
運
輸
、
土
業
•實
務
當
局
老
廻
附
さ
れ
る仕
紐
み 

•め
な
つ
て
ゐ
.る
。
農
業
紺
合
生
產
組
合
及
消
費
組
合
に
も
夫
々
計
窬
部
が
.あ
つ
て
、代
表
者
を
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
に
出
し
て
言

。
國
立
銀 

行
も
同
樣
で
あ.

る
。

如
く
に
し
て
麗
經
濟
の
各
部12

は
、
ゴ
ス
ブ
-ラ
ン£

代
表
せ
ら
れ
、
而
し
て
又
ゴ
ス
プ
ラ
ン
.温

絡

す

る 

と
，同

時

に

其

自

身

の

組

織

の

下

に

屬

す

る

計

肅

部

を

持

つ

の

で

1

0(

0
, B,

 Hoover, T
h
e

 

E
c
o
n
l
c

 Life of .
s
i
t

 R
l
a
,

 

1
9
3
1
,
pp' 299-300. Pollock, 

S. 

300
5
-
6 ノ
 

o

A

■
二
"

^
 
/ 

’

.以
上
は
I

の
-機
關
で
あ
る
が
、
管
ば
實
際
の
生
產
遂
行
は
如
何
に
し

て
行
は
れ
る
か
.
o

.

そ
れ
に
は

最

高

國

民

震

嘉

に

統
制 

せ
ら
f

工
業
生
產
の
組
織
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。(

追

記

。

一

九

三

一

一

年

一

具

高

國

民

經

濟

會

議

Q

組
織
を
改
め
て
、
至

業

、
 

輕
工
業
及
び
林
業
人

民
蕾
の
三
部
に
分
つ
こ
と
に
し
た
。
本
文
記
述
.の
大
綱
に
は
醫
の

f

見
な
い)

國
民
.

經
濟
塞
が
當
初
設
置
.

せ
ら
れ
た
時
ょ
り
為
職
分
を
狹
ば
め
、
國
民
經
濟
全
體
で
な
く
て
、
單
.

に
I

の
み
統
制
機
關
と
な 

つ
.

た
こ
と
は
前
に
述
ベ
た
。
最
高
國
民
經
掸
會
議
C

.0
-
 

V
.

 

W

.

:R)

忙
は
ゾ
'4
エ
ト
聯
邦
A

霞
め
ふ
、
.之
.を
權
成
す
る
共
和
國
の
，と

、
1

に
北
ハ
以
下
の
地
方
取
位
の
經
濟
會
議
と

が

あ

る

ひ

各

種

の

工

業

は

そ

の®

要
性
の
.全
聯

邦

的

な

る

と

、

共

利
國

的

な

る

と

*

更

に

以

T
 

の
地
方
的
な
る
と
の
如
何
に

.山
て
、
夫
々
の
經
濟

#
讅
の
銃
制
に
服
ず
る
。
其
統
制
の
方
袪
は
大
體
左
の
如
く
で
あ

るo 

.

エ
.業
4
|產
の
ガ
T
li
k
の
界
/̂
は
浊
論
介
業
又
は
敕
營
で
あ
る
。
企
業
が
.集
ま
っ
て
ト
ラ
ス
ト
を
.紐
織
す
る
。
ト
ラ
ス
ト
が
M
,に
ト
ラ 

ス
ト「

結
合J

(
o
b
e
d
i
n
e
n
i
e
)

を
造
る
。
結
合
は
元
と
シ
ン
デ
ケ
エ
ト
と
稱
さ
れ
衣
も
の
で
あ
る
が
、
改
稱
と
共
に
其
職
分
も
摘
張
せ
ら 

れ
、
從
來
の
シ
ン
デ
ヶH

ト
が
坐
產
物
販
寶
を
！

E
g

と
し
て
組
織
せ
ら
れ
た
に
街
し
、
今
の
結
合
は
最
高
國
民
經
濟
會
議
の|
部
局
と 

し
て
エ
業
統
制
の
秦
に
當
る
の
で
あ
る
。
最
高
國
民
經
濟
會
議
は
聯
部
又
は
共
和
國
の
人
民
#
員

部
で
、
强
い
て
譬
へ
て
言

へ
ば
、
工
務 

省
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
が
オ
ベ
ヂ
ネ
二
ィ
の
理
事
渚
を
任
命
し
、
此
の
理
事
者
が
更
に
ト
ラ
ス
ト
の
理
靡
者
、
ト
ラ
ス
ト 

现
|
^
#が
介
業
の
洇
斯
者
を
往
命
す
る
。
併
し
最
高
國
民
經
濟
會g

は
企
業
又
は
ト
ラ
ス
ト
の
理
康
若
任
命
に
對
す
る
諸
否
の
權
能
を 

持
っ
て
ゐ
る
。
其
職
務
の
中
に
は
各
エ
業
間
の
聯
絡
機
關
た
る
こ
と
、
企
業
、
ト
ラ
ス
ト
、
結
合
の
損
益
分
配
の
監
督
、
販
寶
M
格
殊 

に

T
M業
の
生
產
物
を
他
の
產
業
に
賣
る
場
合
の
憤
格
の
規
宛
等
が
含
ま
れ
て
ゐ
るo

.
斯
く
最
高
國
民
經
濟
會
議
は
工
業
に
對
す
る
國
家
の
統
制
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
オ
ペ
ヂ
ネ
二
ィ
以
F
の
紺
織
に
も
多 

く
の
肖
*

S

が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
オ
ペ
ヂ
ネ
ニ
ィ
は
生
產
物
販
寶
、
原
料
購
入
の
契
約
を
結
ぶ
上
に
多
く
の
自
f

持
っ
て
居
. 

り
、
M
に
又
ト
ラ
ス
ト
は
結
合
に
諮
ら
ず
に
少
額
又
.は
雜
品
の
購
入
を
な
す
こ
と
を
認
め
ら
れ
居
る
。
又
企
業
も
勞
働
者
の
傭
免
は
ト 

ラ
ス
ト
と
相
談
な
し
に
す
る
こ
と
が
出
來
るO

假
に}

貨
物
の
生
產
せ
ら
る
、
場
合
を
考
ふ
る
に
、
勞
働
者
は
右
に
言
ふ
如
く
企
業
が
雇
入
れ
る
。
加
工
す
べ
き
原
料
は
オy

ヂ
ネ

タ
ヰ
エ
ト
五
個
^
計
«
槪
論 

ニ
ー
、コム
ニ七

)
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.(

一 

五

二

八

〕

;
イ
が
講
入
し
て
、
之
を
所
属
の
ト
ラ
ス
ト
又
は
企
業
に
配
分
す
る
。
其
原
料
は
何
處
か
ら
得
て
來
る
か
と
い
ふ
と
、
.之
を
生
產
す
る

工
業
の
オ
ベ
ヂ
ネ
-一
イ
か
ら
購
入
す
る
。
其
場
合Q

®

は
最
高
麗
經
濟
俞
_
及

び

簾

蕾

部
に
依
て
记
め
ら
れ

た

變

內
に
於

て

|冲
オ
へ
チ
ネ
1ー
イ
の契

約
に
' ：：！

て
.宛

め

ら

れ

る

。

次

に

塞

せ

ら

れ

'た

貨

物

の

責

却

は

矢

張

り

オ

ペ

ヂ

ネ

-1

イ
が
之
に
當
る
0生
產

物
が
他
の
工
業
の
原
和
と
し
て
使
用
せ
ら
る
X

も
の
な
ら
ば
、
J-
I
:

ハ
賣
却
は
上
述
の
如
く
行
は
れ
る
し
、
.

生
產
物
が
消
費
財
な
る
場
合
に

は
消
费
対
合
と
契
約
を
結
ぶ
の
で
あ
る
。
此
等
の
場
合
の
.資
金
融
通
は
如
何
に
す
る
か
と
い
ふ
.
に
、
元
來
生
產
資
金
の
果
源
は(」

)

エ

場
、
.ト
ラ
ス
ト
共
者
の
資
産
、：(

ニ〕

銀
行
信
相
、(

三)

國
家
財
ik
の
.補
助
の
三
で
あ
る
が
、
こ
の
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
-
ト
ラ
ス
ト
、
 

企
業
へ
の
資
金
の
分
配
は
オ
べ
ヂ
ネil

イ
が
之
に
當
る
。

■

上
記
の達
は
皆
な
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
に
依
て
立
案
せ
ら
れ
、
政
府
に
て
承
認
せ
ら
れ
た
許
肅
に
從
つ
て
行
は
れ
る
。
併
し
オ
べ
ヂ
ネ 

二
イ
紙r

は

"而
に
天
降
り
の
年
n
fi#
を
！
取
つ
.て
た

k
其
傲
之
を
遂
行
す
る
と
い
ふ
譯
で
は
な
い
。
許
割
其
者
の
資
料
は
、最
初
^
業 

か
ら
、
ト
ラ
ス
ト
か
ら
、
オ
べ
ヂ
ネ
ニ
イ
に
講
せ
ら
れ
、
オ
べ
ヂ
ネ
ニ
イ
は
之
に
碧
い
て
該
工
業
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
讓
を
史 

め

之

が
H

E

凡
蔣
濟
會
議
そ
れ
か
ら
觅
に
ゴ
ス
ブ
.ラ
ン
.に
廻
附
せ
ら
れ
、
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
が
之
を
吟
味
し
、
全
聯
邦
經
濟
計
猶
に 

適

合

す

る

言

I

f

加
へ
て
後
、
今
度
は
逆

昼

0

1

濟
會
f

經
てg.

び
元
■

る
。
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
か
ら
逐
次
下
に
降
つ 

て
來
る
I

案
を
フ
ロ
ム
フ
イ
ン
ブ
ラ
ン
と
稱
し
て
ゐ
る
が
、
プ
ニ
フ
イ
ン
プ
ラ
ン
は
た
V
大
體
S

裏

め

、實
行
上Q

細

墨

を 

オ
ペ
チ
ネ
ー1

イ
が
作
成
す
る
。
ト
ラ
ス
ト
は
企
業
と
オ
ペ
ヂ
ネ
1
1イ
と
の
中
問
機
關
と
し
て
働
く
の
で
あ
る
0 
'

斯
く
し
て
I

し
て
收
得
さ
.

れ
た
阈
營
ト
ラ
ス

ト
の
利
益
は
如
何
I

分
さ
れ
る
ふ
。
顧
く
I

ま

で
此
利
#
は
左

の

如

く

分
f

所
撙
税W

し
て
^
庳
納
附 

.
一
〇
％ 

勞
働
奔
R

態
改
蘅
戏
金 

5
.
^
% 

. 

ト
ラ
ス
ト
の
辩
備
資
本 

ー
〇
％

特
別
阈
家
資
金W

し
てH

業
•

常
化
長
拙
信
川
銀
行(

プn

ム
パ
ン
ク〕

へ
预
ん
一
〇
涔 

企
業
擴
張
資
本(

半
額
は
プ
ロ
ム
バ
ン
ク
ぺ
预
人)

 

一
一
五%

 

作
榮
獎
勵
諶
金 

'
.
ニ 

\

n

%

.

 

.

特
別
資
本w

し
て
國
阳
納
入
べ

 

四̂
•

七
五̂

其

後

.

一

九
一
一
九
年
十
一
一
月
に
至
つ
て
此
分
配
の
割
合
が
少
し
く
變
■

ら
れ
.て
國
家
納
入
分
が
少
し
く
增
加
し
た
。
何
れ
に
し
て
も
坐 

產
物
の
傾
格
は

S

山
競
爭
に
依
て
宛
ま
ら
ず
し
て
、國
家
が
之
を
制
規
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、利
潤
め
高
下
は
八
ル
業
や
ト
ラ
ス
ト
の
成
赞 

を
判
斷
す
る
標
準
に
は
な
ら
ぬ

o

ソ
ヰ
エ
.ト
國
家
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、憤
格
を
坐
席
•費
以
下
に
宛
め
る
場
合̂
-

あ
る
し
、
又
ト 

ラ
ス
卜
が
國
廊
に
納
入
す
名
ょ
り
^

更
に
多
額
.の
補
助
金
を
國
庫
に
仰
ぐ
と
い
ふ
如
き
場
合
も
あ
る
0
ト
ラ

ス
ト
の
成
績
は
寧
ろ
ブ
ロ 

ム
フ
ィ
ン
ブ
ラ
ン
の
指
觉
ょ
り
も
唐
費
が
安
い
か
否
か
、

_

額
が
多
い
か
、
廣

が

勝
れ
て
ゐ
る
か
否
か
S

て
判
斷
さ
れ
る
の 

で
あ
る
Q(

ソ
年
エ
ト
工
業
の
組
織
に
就
い
て
はHoover, 

ch. 

I
I

に
據
る)

さ
て
元
に
歸
つ
て
、
五
個̂

計
刺
は
前
記
の
通
り

.

、
自

ー

九

ニ

八

丄
.

一
九
至
一

.

九u

二
1

丨
|

|

年
の
五
個
館
に
實
施
せ
ら
る
、
も 

^

 

T

^

i

l

 

5

 

(

i

一
九)



.
パ
ソ
キH

ト
.诉
俩
咕
計
割
槪
論
パ
.
：

.

..

• 

.
 

.
 

'

'

ニ
四
，

2
.

五
§

) 

の
と
し
て
一
九1

一
九
H

i月
聯
邦
ソ
キ
ト
大
會
.で
可
決
確
定
さ
れ
た
。
是
ょ
り
先
き
一
九
二
華
に
始
め
て
一
九
ニ
五
丄
一
六
平
变
の 

統
制
數
字
な
る
念
が
ゴ
ス
'

プ
ラ
ン
で
作
成
さ
れ
て
、
百
頁
許
り
の
册
.子
と
し
て
霧
さ
れ
た
。

.

そ
れ
は
I

f

於
け
る
塞
額
、放 

資
額
物
伋
坐
產
費
勞
働
の
生
產
カ
笱
に
就

.い
て
の
兄
.込
み
及
び
計
肅
の
數
字
で
あ
つ
て
、
謂
は
ば
五
.個
年
で
な
く
.一
 

阳
年
計
戴 

f

稱
す
。へ
き
态
で

f

。
1

雜
肅
が
最
初
に
立
て
ら
れ
た
の
は
一
九
ニ
七
I

事
？

つ
た
が
、
此
案
は
實
？

I

ず
、. 

其
代
り
に
ー
曆
大
規
模
で
、
且
つ
大
膽
i

p

l

lが
立
て
ら
れ
た
の
で
t

。

五

備

說

曹

盡

が

重

H

業

の

發

達

置

く

意

味

で

.
Q

露
西g

Q
「

工
業
化」

I

る
i

は
旣
に
述
べ
.た
^
^
^
^

此
計
鐵
に
於
て
ソ
ネ
エ
ト
辧
西g

は
旣
许
の
.

工
業
を
增
大
發
展
せ
し
む
る
の
み
な
ち
ず
、
全
く
新
な
る
工
業
、
全
く
新
な
る
都
市
、

全 

各

t

l

聯
絡
を
f

出
さ
ぅ
と
し
て
f

。

三
の
例
を
擧
げ
れ
ば
、
四
十
ニ
個
所
の
强
太
な
.る
發
電
所
を
設
立
す
る
。就
中
、

K 
ニ
エ
ブ
ル
.河
を
利
用
I
た
ド
チ
エ
ブ
ル
ス
ト
ロ
ィ
は
最
も
有
名
で
あ
る
。
ス
タ
リ
ン
グ
.ラ
ア
ド
に
設
f

る

、
ト

ラ

ク

タ

ア

製

造

所 

は
.
1

S五
|

を

製

造

すI

で
あ
る
。
同
様
のH

場
は
ま
だ
、

V
H

リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
及
び
力
'ル
コ
フ
に
も
設
立
さ
れ
る
。
歐
州
最
大 

の
農
業
機
械
工
#
が
難
て
ら
れ
る
o
' U

ジ-1

ノ
ヴ
ゴa

ド
に
設
計
さ
る
X
工
場
は
年
に
十
四
萬
裏
の
蠢
車
及
び
ト
ラ
、ソ
ク
を
製
造
す 

る
豫
等
あ
る
。
其

か

ら

橥Q
H

業
中
心
地
か
ら
離
れ
た
地
鳘
全
く
新
し
い
工
業
小
心
地
を
造
る
。
殊
5

ラ
ル
地
方
を
S

業

の
中
心
地
た
ら
し
め
る
豫
淀
で
、
南
ゥ
ラ
ル
の
マ
グ
ニ
ト
ゴ
ル
ス
タ
に
はg

百
萬
頓
の
鐵
を
產
す
る
歐
州
最
大
の
製
鐵
所
を
起
し 

で
要
せ
ら
f

石
炭
は
ニ
千
四
S

I

れ
た
西
部
西
比
利
.
恶

タ

ズ

、
不
ッ
ク
か

l

i

囘

の

列

車

(

一
列
5

萬
®

で
之
を
連
搬 

す

る

と

い

ふ

。
.更

に

化

學

工

業

を

發

達

せ

し

め

て

肥

料

を

此

に

仰

ぎ

、
，又

爆

發

薬

等

の

武

器

を

f

し

め

るO 

H

業

生

產

額

の
%

加

率

-

が
五
個
^
-服
に」

ー1ー
六
.多
と
計
齋
.さ
れ
.て
ゐ
る
こ
と
は
：旣
'に
記
し
た
.が
、最
終
の
'年
>即
ち
.一.

.九
三
一
.
1丄
.ニ
年
に
は
生
康
額
.の
三
5
Vを 

■̂
設
エ
業
か
ら
取
る
豫
觉
で
ぁ
る
と
い
ふ
。
以
て
此
許
劃
全
體
の
壯
大
な
る
こ
と
£

斑
を
察
す
る
こ
と
が
出
來
る
だ
ら
ぅ
。

，

‘

:
ト
ル
キ
ス
タ
シ
と
‘趼
比
利
亜
と
を
槃
ぎ
、
綿
花
栽
培
地
に
直
ち
に
西
比
利
亜
の
.穀
物
を
供
給
せ
ん
と
す
る
ト
ル
ク
.シ
ブ
鐵
遒
の
事
は 

旣
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
猶
ほ
幾
多
の
線
路
が
、或
は
ブ
ル
ガ
の
奥
の
穀
作
地
と
.黑
海
港
と
.の
連
繫
を
密
接
に
し
、或
は
歐
露
來
北
部
の
淼 

林
を
開
發
す
る
爲
め
に
敷
設
さ
れ
る
辔
で
ぁ
る
。 

•
;

.

農
業
に
就
い
て
は
其
坐

產
額
の
一
九
ニ
七
丨
二
八
^
に

.

百
六
十
億
留
な
る
も
の
を
、

-:
九
三
ニ
I
三
三
平
に
は
二
百
五
十
八
億
^

に
增
す
豫
定
で
ぁ
つ
て
、
作
付
段
別
は
金
體
を
通
じ
て
ニ
ニ
^
、榖
作
地
は

一艽
丨
七
^
を
、
其
他
の
收
穫
物
は
五
一
乃
至
六 

一
％
を
加

へ
る
。
侦
し
變
化
す
る
の
は
、
獨
り
生
讓
の
み
で
は
な
い
。

一
九
二
七
丨
ニ
八
年
に
は
耕
作
地
全
部
の
九
八
.%
は
個
人
農
民
に
依
て

耕
さ
れ
、國
營
農
場
に
屬
す
る
も
の
对
藤
に 

一
•
一
 
涔
、集
團
農
場
に
屬
す
る
も
の
は
〇
•
九
^
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一.
九
ニ
ニ 

了
三
三

年
束
は
集
1
農
%
の
面
樹
は
一
四
»
ー一
 

气
國
營
鹰
場
の
其
は
三
•五
^
に
.上
: &

し
め
る
計
肅
で
ぁ
る
。
然
る
.に
此
等
の
大
農
場
は
生
產
ヵ

が
高
く
、
從
つ
て
多
く
餘
剩
I

I
を
產
：出
す
る
か
ら
、
市
場
農
產
物
の
. 一J

五
^
、
叉
市
場
穀
物
の
四一

一
は
此
等
の
社
會
主
義
部
門
か 

ら
生
產
さ
れ
る
豫
宛
で
ぁ
つ
た
0
■
.

:

固
ょ
り
上
述
の
如
き
莫
大
な
る
生
產
增
加
を
實
現
す
'る
に
は
、
無
論
非
常
な
勢
で
資
本
放
下
額
を
增
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬo

即
ち
旣
存 

の
資
本
七
酉一

ー
億
を
千
ニ
百
七
十
八
億
に
上
さ
ぅ
と
す
る
の
で
ぁ
る
パ
此
の
資
本
吻
洳
は
無
論
國
民
斯
得
の
咛
藉
に
侬
て
得
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
が
，共
中
堡
思
貯
蓄
.に
仰
が
る
、
も
の
は
其
一
部
分(

約
四
分
一)

の
.主
と
し
て
農
業
に
投
入
せ
ら
る
X
も
の
に
過
ぎ
ず
、他
の
部 

ソ
ヰ
エ
ト
五
個
卬
計
劃
概
論
. 

ニ
£ 

(
1

五
三
一〕



i

l

i

i

 

ニ

六

(

i

ニ)

分

は

麗

の

憲

如

何

I

ず
行
は
れ
る
。
響

法

養

響

ト

ラ

K

ト
の
收
益
の
形
で
取
づ
て
も
好
し
、
或
は
租
税
と
し
て
.
，
 

つ

て
も好
ぃ
。
國
家
は
そ
の
適
當
と
認
め
る
や
ぅ
摄
格
を
宏
る
權
能
を
持
ち

、
.

H

業
に
就
い
て
は
掛
內
に
於
て
事
實
ト
蕾
の
き 

位
に
居
り
、
又
外
國
の
競
f

對
し
て
は
I

國

營

.に

依

て

保

護

さ

れ

て

ゐ

る

の

I

る
が
ら
、
何
れ
の
方
法
に
依
て
放
書
行
つ
て 

U

は
擇
ぶ
.所
が
な
い
o
.吏
に
此
等
の
方
法
で
足
o
な
い
部
分
に
就
ぃ
て
は
募
偾
ず
る
。
其
應
I

形
式
上
は
作
山
だ
が
事
實
上

は
迎
如
的
で
あ
る
。(

B
.

 

B
r

u
t

z
k

u
s

,
 

D
e

i：  

F
U

n
f

j
a

h
r

e
s

p
l

a
n

 

u
n

d

 

s
e

i
n

e

 

s
d

l
l

u
n

g
.

 

1932
. 

s
,

1
7

-
s

)

r

く
し
て
放
下
せ
ら
る
去
本
は
露
西
議
業
の
私
營
部
門
に
對
し
て
社

#

義

部

！：

の
勢
力
を
增
大
せ
し
む
る
。
0

^

の
J

 

は
左
の
通
り
で
あ
る(

G
r

i
n

k
o

 

p
.

 

6
1

ノo

• 

. 

.

1
九
二
七
丄

-A
年
.
.

一

九
三

〒

三

三

年 

元
本
資
金
總
額
，
 

二

〇
〇 

1

B

“

p

 

: 

:
 

r

v

z

s s
.

り

私
企
業 

四
七
•
三

.

三
T

1

.

以
上
の
如
き
急
速
な
る
資
本
放
下
を
行
ふ
に
は
、
當
然
消
費
の
抑
制
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬo

即
ち
麗
の
少
く
も
現
在
に
於
け
る 

I

I
は
做
下
し
な
げ
れ
ば
I

ぬ
|

ぁ
る
。
然
る
に
、
五
個
年
I

で
は
、
放
資
を
行
ふ
.I

s
民
の
生
活
水
I

高
め
ら 

れ

I

だ
と
い
ふ
。
浮

放

資

が

|

に
|

す
る
と
共
I

寿

が

I

す
る
か
ら
で
あ
る
。
勞
働
者
の
所
得
H

為

友

•

物
I

下

ぼ
S

っv

嘗
所
得
1

1

1
る
衣
ふ
。
：

象
,

就
I

笑

ば
，

^

^

^

 

.

內

に

播

截

而

横

を

ニ 

r

•
六

多

增

し

、I

單

位

而

積

の

收

穫

を

：、
穀

物

は

ニ

五

多

、
.
棉

花

は

三

四

多

、

商

癖

は

5

ハ

炎

を

替

す

積

り

で

あ 

る

と

い

ひ

、

エ

業

で

.は
生

產

費

を

三

五

^
'|
|
下

げ

る

と

い

ふ

«
1
:
1
1
1
:
2
1
0
:
1
5
, 

s

»-
2
0
s
o : 

.

十

：

/

ソ
ヰH

ト
五
個
年
計
肅
と
ば
大
要
上
述
の
如
き
も
の
.で
あ
る
。
然
ら
ば
其
實
行
の
成
緖
は
何
ぅ
で
あ
つ
た
か
。

北
ハ
ょ
t

先
づ
斯
る
_

の「

工
業
化」

は
艰
し
て
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
か
否
か
を
考
へ
て
見
る
に
、
避
は
無
論
可
能
で
あ
る
。
計 

肅
に
豫
宛
せ
ら
れ
た
や
ぅ
な
急
速
な
る
坐
產
增
加
は
、
平
常
の
资
本
主
義
社
會
に
於
て
は
殆
ど
其
例
を
見
な
い
Q
歐
州
大
戰
當
時
の
合 

衆
國
、m

本
の
如
き
場
合
、
或
は
戰
勝
に
侬
て
莫
大
な
償
金
を
贏
ち
得
た
る
か
、
或
は
突
然
或
地
方
に

一大
金
鑛
が
發
見

せ

ら

れ

•た
と 

で
.も
い
ふ
場
合
に
之
に
類
す
る
現
象
を
見
る
か
も
知
れ
な
w
 

o
而
加
も
#

に
し
て
も
、
0

が
進
ん
で
前
に
述
ベ
た
る
.如
く
其
听
得
の 

四
〇
％
を
任
意
に
貯
蓄
す
.る
と
い
ふ
如
き
は
.殆
ど
期
待
出
得
な
い
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

斯
る
稀
有
の
.場
合
を
除
け
ば
、
五
個
¥
計
爾
遂
行
.に
類
す
る
こ
と
は
唯
大
m

#の
.場
合
に
：見
、る
こ
と
が
出
來
る
。
戰
爭
は
.無
論
生
歷 

Bt
靄

の

遂

行

で

は

な

い

、。

併

し

交

戰

阈

段

が

其

の

享

樂

的

消

®
を
極
度
に
節
減
し
、
又
其
の
勞
働
能
カ
を
極
度
に
行
•他
す
る
點
に
於
て 

は
、
現

冻

醫

*!
!
«に
行
は
れ
て
ゐ
る
努
力
と
變
る
所
は
な
い
。
無
論
戰
争
の
場
合
に
は
、
阈
民
中
の
.或
大
な
る
部
分
は
f

生
産
的
勞 

働
か
ら
離
れ
て
戰
_
に
從
蕻
し
、別
の
大
な
る
部
分
は
軍
需
品
の
製
造
に
從
事
す
る
。
，戰
闘
從
察
#
の
勞
働
は
勿
論
、軍
需
品
の
製
造
も 

決
し
て
固
定
資
本
の
製
造
と
同
じ
で
は
な
い
。
併
し
戰
岡
も
軍
需
品
の
製
造
も
、固
宛
資
本
の
生
産
も
、
そ
の
差
し
當
り
の
處
享
樂
的
消 

費
の
用
に
供
し
得
な
い
目
的
物
の
爲
め
現
在
の
_

カ
を
割
き
、
從
つ
て
其
爲
め
に
其
丈
け
享
樂
財
生
產
が
削
減
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら 

ジ
牛K.

ト
}

f :

個
尔
計
剷
概
論 

ニ

七

' 

一
五
！ニ
三
ン



，
ぶ
ト
五
佩
年

I

槪
論

-

•-
 

.
 

.

二八
.

.

‘ 

(
}

五
.

三陴

)

ぬ
こ
と
に
變一
は

な

い

0
へ
ば
マ
ク

一
一
ト
コル
ス

ク
o
大
製
鐵
所
で
造
つ
た
鐵
は
.
•其
で
.軍
艦
大
砲
も
造
.れ
\

ば
、
妨
續
織
物
機
^
や

遊
乘
用
蟲
軍

4
れ
る
。
併
し
國
拔

8
樂
上
の
幸
不
幸
が
岐
れ
る
の
は
、
製
造
さ
れ
た
其
の
鐵
が
何
れ
の
盤

i
し
向
け
ら
れ

る
力
に
付
て
好
め
て
宛
ま
る
.の
で
あ
つ
て
‘、
.製
鐵

所

の

建

設

其

事

に

出

て

直
：.

ち

に

管

.

.る
も
：の
で
は
な
いo,

故
に
衣
服
な
り
食
物
な
り
. 

の
が
費
財
が
童
せ
ら
れ
て
描
供
せ
ら
る
.、
其
時
迄
は
、
軍
.需
品
の
製
變
生
產
カ
を
割
い
て
も
、固

-：:

儿
資
本
の
生
產
に
其
を
割
い
て 

も
消
费
背
の
側
か
ら
見
て
8

な
る
所
は
な
.
.い？
而
し
て
世

#
,I
の
經
驗
に.

徵
す
れ

ば
、戰
時
に
於
け
る
各
麗Q

忍
苦
と
耐
久
の. 

ム

=

ブ
は
遙
に
平
時
の
意
想
外
で
あ
つ
た
,0
そ
れ
は
無
論
戰
時
軍
政
府
の
强
制
威
鹏
も
働
い
て
ゐ
る
が
*
其

と

同

時

，
に

「

國

難」

の

意

識

が 

此

强

制

藤

を

特

に

太

し

感

じ

卷

な

い
Q

で
f

。
， 

.

.ソ

a
ェ

Tr
r

/
i
c
l
i

の

%
合
も
同
檨
で
.あ

つ

て

。此計
寄
遂
行
に
ゲ
.エ
•
。へ
エ
，
ゥ
ゥ(

政
治
警
察)

は
固
ょ
り
最
も

11
要
な
る
役
四 

を
働
く
に
相
龜
な
い
が
、
ソ
牛
エ
ト
.政
府
が
若
し
充
分
そ
の
敎
育
機
關
と
宣
俥
機
關
と
に
依
て
、
阈
民
に
、
五
個
年
計
窬
に
對

し
て
、 

戰
時
に
於
け
る
愛
國
、化
に
類
す
る
感
奮
を
起
こ
さ
し
む
る
こ
と
に
成
功
す
る
な
ら
ば
、
計
窬
遂
行
の
爲
め
に
國
民
に
戰
時
の
>其
に
等
し 

い
響
を
忍
ば
し
め
る
こ
と

盔

し
て
不
可
能
で
は
な
い
奪

I

。
又

露

s

f
多
く
S

で

之

を

醫

し
て
ゐ
るO

十

I

五
你
年
則
靈
行
の
實
續
如
何
と
い
へ
•は
、
.今
日
迄
の
處
生
產
數
S

 I

點
に
於
て
は
確
か
に
成
功
し
て
ゐ
る
と
言
ひ
た
い
。
石
戾 

鐵
鋼
镦
の
如
I

•要
品
に
就
い
て
若
干
の
例
外
は
あ
り
、
'又
典
將
來
.に
就
い
て
疑
惧
す
>へ
|

は
|

に
も
せ
ょ
、
大
多
數
の
生
產
部 

P
に
が
い
て
.

生
產
カ
の
檜
進
_は
當
初
の
許
書
ど

こ

ろ
で

な

く

、

其
よ
り
も
.耀

に
速
か
に
實
現
さ
.れ
た
o,計
霱
實
旖
後
.の
生
產
額
の
墙

加
が
豫
定
の
計

9
を
超
過
し
た
の
で

、
勞
農
當
局
客
は
當
初
の
計
割
を
改
め
て

「

五
個
年
計
書
を
四
個
年
に

」

完
成
す
る
こ
と

に
し
た
。 

最
初
の
ニ
個
平
の
實
續
を
見
る
と
、
工
業
全
體
の
生
產
に
於
て

一.九1

X
丄

一

九

年

一

九

二

九

丄
1
6裏

の

評

劃

が夫
.々
前
ザ
に
比 

..し
て

ニ 

一
 

•四

^
及
び】 
一
7
五
^
の

増

加^
見
^
ん
で

あ

る

の

に對
し
、
實

際

の成
績
は
夫
々
ニ
三
•七
^
及
一

一
三
^
の
增
加
を
示
し
て

. 

、
居

る

。

に

其

內

譯

た

る

道

工

業

及

び

輕

エ

業

れ

增
加
比
例
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

ノ年：
：
度

工
業
蓋

 

' 

.

m

 

H

業
へ

:

輕

H

業
.

計

畫

實

行

計

靈

實

行
^1
^!~

^~

 ̂

.

パ

•
一
九
ニ
个
ニ
九
年
.
ニ
ー 

•四
^

.
二
三
•七
^

ニ
五
.%

. ニ
七
•九
%

一.九

涔

一

八

•
七
涔

i

九
ニ
九

•

丨
三
〇
年、
■
ニ

 

了

芸

！l
i

 

ニ
六

产

三
八

•！！

多

：一

八方

r
H
%
C
B
r
u
f
s
.
30 〕。

即
ち
是
に
$

見
f

、
.？

業Q

發
達
速
度
は
計
囊
當
.於
て
旣
摄H

業
S

る
もQ

と
立
案
茗
れ
て
ゐ
る
が
、
赞
行
の 

結
f

比
較
的
不
成
績
で
豫
宛
の
數
字
に
達
し
て
ゐ
な
s
o
其
代
り
特
に
I

視
せ
ら
る
、
重
工
業
の
方
は
殊
に
第
二
蓄

に
は
豫
兒 

數
字
4

し
く
超
過
し
、
盡
に
於
て
前

麗

：りQ

成
續
を
擧
げ
て
ゐ
る
？
ブ
.ル
ッ
ク
ス
は
其
後
に
於
て
生
産
道
の
速
度
が
落
ち
た 

と
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
が(S

.  

3
1
)

併
し
全
體
と
し
て
數
置
的
に
は
好
成
續
を
擧
げ
た
と
言
は
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
チ
ヤ
ム
バ

ア
リ 

•ン
-0
如
含
は
、
.勞
農
露
西
亜
に
特
に
；に
有
利
な
論
斷
を
下
す
と
も
思
は
れ
な
レ
が
、
.施

行

第

二

年

に

於

て

改

に

「

五

個

苹

nt
«
に
定
め 

.ち
れ
た
目
的
は
.
.工
業
產
額
に
就
い
.て
は
、
大
概
の
場
合
四
年
內
に
、
又
或
場
合
に
於
て
は
更
に
短
い
期
間
內
に
實
現
さ
れ
る
で
あ
.ら 

ぅ
.

」

と
拟
待
し
た(IX 

3
8
)
0

咋
平
末
モs

ト

フ

、

ク

ィ

ビ

シ

.ユ

フ

等

‘
ソ
2

ト
聯
邦
の
當
路
者
が
響
す
る
所
に
由
れ
ば
、「

五
年
計 

if
を
四
俏
年
忙」

の
方
針
は
優
に
•被
現

さ

れ

得

る

も

の

、

や

ぅ

で

あ

る

。
一
例
へ
ば
計

*
最

終(

第

五

年

次

)

，
年

の
'±
業

生

產

豫

定

額

は

三
 

l

i

個

年

計

劏

概

廨

 

パ

f
 

c
.
:
s
.

-@
.



論 

.

g

 

a
l

o

 

.

召
四
億
五
斤

•

孔
百
萬
留
で
ぁ
る
が
、
.雲

の

證

に

-s

れ
ば
、
一.九
三
一:

年
の
エ
業
生
裏
が
旣
に.11

百
七
十
億

.

四
千
离
留
に
上
り
、

一.

九
三
一I

年
の
暴
は

.

三
百
七
十
億
奉
萬
留
花
達
す

I

い
：ふ
。
こ
れ
は
用
に
五
個
年
箭
寶
四
個
平
に
康
し
て
猶
ほ
餘
り
あ
る 

こ
と
を
'

示
す
も
の
で
あ
る
。
資
本
放
資
も
栩
年
間
に
優
に
7T
-個
ハ
ヰ
計
叢
を
超
過
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
約
へ
^

に
季
る
と
い
ふ
ハ
ソ 

.
ゥ
工：.

丨
ト
聯

,

: r

情
"ル1

ニ
卷
第
一一
號 

一.
 

一—

！
 

i

s

o

勿
論
勞
農
當
局
客
の
報̂

を
.

一‘
々
共
像
に
受
取
る
：こ
.

と
は
愚
直
の
：至
.

o

で
あ
ら
ぅ 

け
れ
ど
も
大
锻
_
に」

於
て
暴
年
肩
腐
が
エ
證
額
の
上
で
標
恶
如
く
回
部
内
.

に
：完

成

せ

ら

’

べ

き

こ

と

往 

思

ふ
.0

H

に
農
業
方
商
に
於
て
は
、
計
f

あ
る
播
■
面
積
.§

1

著
し
く
、
.
一
九
一
一
：
九

年

に

.s
:
. 

H

ハ
、i

〇
f
へ

ク

タ

ナ

ル、
H
o 

.年
に
は
一1

ー
四
、
八
0
〇
千
へ
ク
タ
ア
ル
、
三
ニ
尔
に
は 
一
ニ
六
、
1

0

0千
へ
ク
タ
ア
ル
I

し
、ト
ラ
ク
タ
ア
耕
作
も
ニ

九
一二
〇
平
の 

五
i

萬
へ
ク
夕
ア
ル
が
一
九
三
一
年
に
S

1百
二
萬
へ
ク
タ
ア
ル
に
上
つ
た
と
い
ふ(

B
r
l
u
s
,

 

P. 

5
5
>
o

併
し
其
よ
り
更
に
费
し 

い
成
农
は
農
業
經
霞
園
化
の
進
行
が
豫
宛
よ
り
も
遙
に
速
か
な
と
.と
で

あ

る

。
.計

載

に
よ
れ
ば
、

冗
年
内

に.全
農
民

の
一
一〇
％
を
集 

圃
化
す
I

等

あ

つ

た

。
f

l
團
I
Q
.參
袈

は

、
一
九

一一.
 

一0
年

■

月

一

晶

に

一

度

謙
I

の

五

耍

姦

す

る

に

至

つ
た
。
其
後
政
府
政
策
の
綏
和
に
依
つ
て
一
.見
.含

1

一
五
多
と
い
ふ
處
ま
で
退
却
し
た
が
、
其
後
觅
忆
典
勢
を
f

返
し
て
一
九
三
一 

年
-

r

 
一
r
に
は
广 
一

に
達
し
一
九
三
1
4呼
.に
は
七
一
一
乃
至
七
五
泛
達
せ
し
む
べ
き

豫
-¥

あ
る
と
い

.ふ
o無
論
集

營

の

..
•
m力
':

時
_

に
拊
如
し
た
の
は
、無
論
農
.民
が
コ
ル
ホ
ォ
ズ
の
偾
他
を
了
解
し
た
爲
め
で
>は
な
.く
、主
士
し
.て
は
政
府
の
高
舉
段
に

_ 

油
つ

.た
も
O

I
づ
て
、':
'

:
1

〔

九
”一:

九1
1
1

簾

農

：

麻
に
反
抗
し
て
f
 

i
 

Q

狀
を
M
し
た
と
'い
.ふ
こ
と
も
取
S
で

f

に
こ
そ
政
府
は」

時
政
策
を
輟
換
し
た
次
I

あ
l

.

r一：時
|

し
た
政
府
は
f

な
く
麥
强
齡

政

策

i

べ
输
め
匕
。
勝 

1

S

I

:
ト
フ
は
一
九
一二 

一
 

m

の
聯
邦
ソ
年
ェ
ト
人
命
で「

コ
ル
ホ
オ
ズ
に
反
對
し
、
コ
ル
ホ
オ
ズ
の
支
持
に
反
對
す 

る
こ
と
は
ソ
冲
ェ
ト
M

カ

に

爵

し

て

v

フ
ア
ク
を
支
持
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
.
• 

•

.

本
年
に
於
て
は
、
コ
ル
ホ
オ
ズ
に
對
す
る
態 

度
の
問
豐
凡
て
の
.
中
農
及
び
貧
農
の
.

前
に
剝
き
出
し
に
提
出
さ
れ
て
居
る
。ペ
殘
る
所
は
た
^

讓
あ
る
の
み
し
と
言
明
し
た

(

N

t

 

b
e
i

 

B

s

t

f

 

s
.

 

5
2

)。

さ
ぅ
し
て
：錢
び
盛
ん
に
農
域
の
追
放
が
行
は
れ
た
。
併
し
强
燈
ょ
f

と
否
と
を
問
は
ず
、
兎
に
角
集 

险
經
營
化
が
當
初
の
豫
记
ょ
り
も
遙
に
速
か
な
勢
で
進
行
し
た
こ
と
は
、
動
し
難
い
_

で
あ
る
。

十

二

數
宇
に
示
し
f

成
り
に
於
て
n
侗
年
黏
が
過
去
一
一
-
S

に
多
べ
の
好
成
續
I

し
て
ゐ
る
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
但
し 

長
.

^

5
る
永
久
的
の
秋
序
と
し
て
重
制
度
が
艰
し
て
如
何
な
る
給
f

示
す
で
あ
ら
ぅ
か
は
、極
め
て
闲
難
な
問
題
で
あ
る
。
一
 

時

緊

き

方

f

し
て
は
統
制
舞
が
營
利
I

に
比
し
て

後

艺

還

企

て

f

t

と
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
、
旣
に
贳
大
戰 

ず
：=
の
各
國
の
糸
1
ヵ
之
を
該
明
し
て
ゐ
る
。
戰
時
_

の

場

合

に

於

て

、

全

國

段

.
一

切

の

生

庫

力

を

擧

げ

て

絕

對

的

生

活

必

需

品

と 

W

暴

し

こ

れ

が

^
;め
に一

々
の
蒙
ポ
快
樂
；i

或

は

劣

く

嘉

：し
當
り
戰
雰
遂
行
に
必
要
な
ら
ざ
る
も
の 

、
唐

I

止
麗
し
な
け
れ
ば

I

ぬ
。
此
I

速

告

は

れ

る

I

か

鐘

I

亡
の
岐
れ
る
所
で
含
。
斯
I

迫
し
た
場
合

に
於
て
各
人
は
其
反
f

,

以
て
そ
の
好
む
所
の
物
を
購
入
し
、
そ
の
好
む
所
に
從
つ
て
貯
蓄
を
な
し
、
他
面
市
場
憤
格
と
生
變
上
と 

の
齡
係
上
己
れ
に
取
つ
て
賢
為
と
f

f

Q

、
生

馨

企

て

、
或
I

れ
に
取
？

最
も
適
す
I

f

る
職
業
益
い
て
動

J

i

l

l

 

f

 

(

i

 

七)



I

T

i

■

製

論

.

I

 

C
l

五
川
八)

 

ら
く
と
.

い
ふ
、
自
出
总
る
.醫

利

經

濟
0:
原
則
な
ど
を
忠
實
に
遵
守
し
て
居
ら
れ
な
い
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
事
で
あ
を
0
各
人
の
.好
む 

:

と
好
ま
ざ
る
と
に
論

な
く
1
國

家

は自
ら
そ
の
必
要
と
認

.

め
る
所
に
坐

產
力
を
集
中
し
て
之
を
極
度
に
行
使
し
、之
を
妨
齊
す
る
客
は
、
 

^

^

と
あ
.

れ
ば
峻
嚴
舞
る
制
裁
を
以
て
處
置
し
な
忖
れ
.

ば
な
ら
ぬ
0
;
: 

.

..
此
意
味
に
.於
て
の
統
制
經
濟
の
效
艰
と
必
要
と
は(

統
制
を
必
要
と
す
る
の
程
度
.に
就
い
で
'は
異
論
も
起
り
得
る
.が)

何
人
も
不
；
|
し 

傅
ざ
る
所
で
I

O
今
勞
農
五
個
#

M割
は
、
無
論
戰
维
の
爲
名
に
行
は
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
：共
產
鐵
の
內
外
に
對
ず
|

係
ビ
、 

紫
急
巳
む
を
得
ざ
る
必
要
に
促
さ
れ
た
.點
に
於
て
、.
彼
の
前
年
各
國
の
戰
時
統
制
經
濟
に
類
す
る
一
面
.を
持
0
て
ゐ
.る
の
で
|

0
 

t 

■の
所
謂
緊
急
Q

i
は
、
露
西
瞿
荽
衆
に
取
つ
て
の
緊
急

•事
で
は
な
い
。
國
民
大
衆
は
無
論
其
食
糧
が
個
人
的
農
泛
依
て
生
產 

さ
：机

る

功

、

或

は

集
®
農
場
に
依
て
生
連
さ
る
る
か
は
問
ふ
.所
で
な
：いo

:-
x

若
し
も
低
廉
に
し
て
優
良
な
る
工
業
ロ g

が
外
國
か
ら
輸
入 

さ
れ
る
な
ら
ば
、
無
論
其
方
I
歡
学
る
で
あ
ら
ぅ
。
況

や

麗Q
-
K

多
數
I

め
る
農
民
皇
つ
て
は
、
志
と
家
畜
と
農
具
を
携 

ベ
.て
のn

ル
ホ
オ
ズ
參
加
I

制
せ
ら
れ
、
コ
ル
ホ
オ
ズ
內
に
於
て
は
他
處
か
ら
來
た
共
産
主
義
者
の
支
配
を
受
け
、
而
し
て
耕
作
せ 

ら
れ.

.た
農
産
物
の
極
め
.て
多

く

の

部

分

が

.都

惠

民

又

は

外

國

輸

出

の

爲

め

に

持

ち

去

ら

れ

る

と
い
ふ
こ
と
は
迷
惑
至
極
の

事
に
相

違
 

な
：い
。
故
に
五
個
ギ
計
割
に
依
て
個
々
の
點
で
如
何
な
る
利
益
を
受
け
た
と
し
て
も
、
多
驚
衆
に
‘取
つ
て
其
實
行
は
緊
念
の
必
耍
事 

で

は

な

い

。
，
た
.

I產
黨

政

府

に

取

つ

..て

は

局

面

の

展

開

は

絕

對

的

に

猶

豫

し

難
き
i

で
あ
つ
1
.

共

產
C

S

國
内
に
於
て
は
少
敫 

者
の
支
持
に
立
つ
て
ゐ
る
。

國
民
の
.

大
多
數
を
成
す
農
民
は
個
人
主
義
者
で
あ
つ
て
、
.た
义
'共
產
黨
政
府
に
依
て
何
か
4
體
勺
な
阳

 々

ゃ
刺
篇
；を

興
へ
ら
^

た
そ
の
：個

'々 

I

合
忆
瓞
府
0

支
#

者
I

る
丈
け
.で
、
原
則
と
U

て
l

t f
i c

足
ら
ざ
.る
f

t

ば
ま
I

 

■

い
が
、
何
時
敵
對
者
と
な
I

と
も
限
ら
な
い
。
而
か
も
レ』

シ
I

策
た
る
ス
ミ
チ
：ユ
力
ハ
農
民
と
の
妥
協)

を
績
行
す
れ
ば
、
.農
村 

フ
ル
ジ
ョ
ヮ
た
る
ク
ラ
ク
ほ
必
ず
擡
頭
す
る
o

是
は
共
產
黨
政
府
の
放
置
し
.難
い
所
で
あ
る
。
何
.ぅ
し
て
も
農
民
を
速
に
ブ
ロ
レ
タ
リ
. 

ャ

疆

の

被

磐

た

る
位

I

下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。外

國

邊

に
信
賴
す
る
危
險
も
同
様
で
あ
るo

唯
ノ
消
費
f

し
て
の
國
免
に 

は
、
外

國

工

業

品

.の

輸

入

は

少

し

も

差

支
な
い
こ
と
I

る
が
、
共
產
黨
政
府
を
維
持
す
る
立
場
か
ら
.言
へ
.

ば
、
先
進
資
本
義
國
へ 

の
從
興
は
：最
も
危
險
I

で
t

o
.況
や
資
本
_

國
と

<
1
戰

は

ょ

し

必

然

不

可

避

で

.な

い

迄

も

何

時

？

其

用

意

丈
は
し
て
_

 

户
け
4
ば
な
ら》

そ
れ
に
は
自
國
で
工
業
殊
に
至
業
を
持
た
な
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
を
五
個
年
と
い
ふ
短
か
い
期
間
に
成
し
，

P
 

け
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
'權
力
に
.ょ
.

ら
ず
、
營
利
經
濟Q

慕

Q

機
柳
に
依
つ
て
し
.て
は
確
か
.に
不
可
能
1

,

こ
れ
力
五
f

n

 1
2
1

の
必
要
は
戰
時
統
淑
舊
の
必
要
に
類
す
る
と
謂
ふ
所
以
で
あ
る
。
た
r

上
述
の
如
き
統
制
經
濟
が
、.
果
し
て 

永

續

的

に

効

艰

を

收

め

得

る

や

否

や

は

自

ら

別

問

题

で

あ

る

:'
°

广

.

十

三 

.

^

姑
ら
く
統
制
經
濟
の
長
所
は
論
t

も

の

と

す

るo:短
所
は
如

何

,
，營
利
經
濟
に
比

較

し

ての
.統
舰
經
濟
の
麗
と

さ

れ

る

の

は

、

■
 

市
場
償
格
と
い
ふ
バ
,

メ
エ
ト
ル
と
霖
心
の
刺
戟
と
を
取
|

つ
た
社
會
で
如

何

に

し

て需
要
S

合

し

た

唐

を

、

面

か
t
比

較
 

的
最
も
低
廉
に
行
ふ

と

とが
出
來
る
：か

と

い

ふ.點
で
あ
るC

營
禾
經
濟
組
織
に
於
て
は(

生
產
當
事
容
は
坐
產
物
の
市
場
價
格
と
_

費
，

(

生
產
費
と
い
t

、
同
じ
く
諸
塞
要
素
の
價
格
で

あ
る)

と

を
比
較
し
.て
、
生
產
費
に
比
較
し
て
市
場
價
格
の
f

高
い
商

品

を
擇
ん
で
生

産

す

る

。
.
'
生

慶

に

.比

較

し

て

價

格

が

高

パ

ソ
斗H

ト
艽
個
年
計
劃
概

論

.

-

、
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，ニ
ニ

置

C
1
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■ 

'

y

中H

ト
艽
個
年
計
劃
槪
贫 

1
3
 

C
l

五
四
o

)

I 

商
品
と
い
ふ
の
は
、
當
然
或
程
度

.

に
於
て

.

需
要
に
適
合
せ
る
商
品
で
を
る
。
坐
產
，の
利
鈴
は
價
格
と
費
用
の
'差
額
に
成
り
立
つ
の
で
あ 

I

.-* .
.
.

る
か
ら
、生
產
當
事
衮
は
自
己
の
：利

.

益
，
0 '

爲
め
、に
絕
ぇ
ず
生
產
費
の

‘

節
約
を
促
さ
れ
名

0

_,.或
程
度
以
上
に
此
節
約
を
怠
る
も
の
は
何
等 

了 

の
制
裁
を
加
へ
ず
と
も
當
然

0

沒
落
に
依
て
所
罰
さ
れ
る

0

:

然
る
に
今
！=

1

の.

ソ
.

ヰ
エ
ト
聯
邦
に
於

.

て
は
、
此
作
用
は
最
平
や
行
は
れ
な
い

0

生
產
物
：の
價
格
过
最
平
輯
給
の
關
係
.で
は
宛
め
ら
れ 

ず
國
家
の
機
關
バ
最
高
國

.

民
經
濟
會
議)

の
適
當
と
認
め
る
所
に
從
つ
て
宛
め
ら
れ
る
o
:從
つ
て
需
要
.に
比
し
て
缺
乏
せ
る

も
の
必
し 

.

も
高
か
ら
ず
、..

其
反
對
な
る
も
の
必
し
も
泜
廉
で

.

な
い
。
今
日
現
行
の
價
格
が
如
何
に
需
給
の
關
係
と
離
れ
て
ゐ
る
か
は
、
之
を
私
か

.
 

に
行
は
れ

'

て
ゐ
る
商

<

の
賣
買
惯
格
と
比
較
し
七
見
れ
ば
分
か
る
。
私
賣
買
の
價
格

.

は
注
々
公
認
價
格
.の
幾
倍
に
上
る
と
い
ふ
窜
で
あ 

る
。 

.

:

,
飯
に
市
場
價
格
が
需
輪
の
關
係
を
示
さ
ぬ
と
同
時
に
、
生
產
當
事
者
も
亦
た
利
測
を
自
的
と
し
て
生
產
を
企
て
る
の
で
は
な
い
。
前 

に
記
し
た
所
に
出
れ
ば
、
企
業
又
は
ト
ラ
夂
ト
の
生
產
利
益
の
極
め
て
些
少
な
.る
部
分
が一

猶
の
.ボ
ォ

ナ

ス

と

し

て

坐

產

當

局

^

に
與 

.
へ
ら
れ
て
ゐ
る
檨
子
で
.あ
る
。
此
外
に
好
成
績
を
擧
げ
た
生
產
者
の
名
#
を
表
彰
し
て
其
勤
勞
を
刺
戟
す
.る
樣
：々

の
方
法
が
講
ぜ
ら
れ 

フ 

て
ゐ
る
。
又
生
產
上
に
成
績
を
擧
げ
れ
ば
、
共
產
黨
役
員
又
は
政
府
の
官
吏
と
し
て
登
用
さ
れ
る
幸
福
が
持
ち
受
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
。

併
し
乍
ら
、
抑
も
如
何
な
る
生
産
物
を

.

如
何
な
る
數
量
に
於
て
生
產
す
べ
き
か
と
い

'

ふ
こ
と
；は
、
私
人
の
決
す
べ
き
間

題

で

な

く

て

、

ゴ

十

':
：.
ス
ブ
ラ
ン
を
中
心
と
す
る
無
數
の
種
類
段
階
の
公
共
機
關
に
依
て
決
：せ
ら
れ
る
0
卞
綠
の
機
關
か
ら
提
出
せ
ら
れ
た
村
料
が
渐
次
上
級 

访

パ

. 

の

^
^
.
に
廻
附
せ
ち
れ
、
.其
間
に
岭
味
せ
ら
れ
、
訂

JH
せ
'ら
れ
、决
宛
せ
ら
れ
て
結
局
叉
下
級
の
機
關
に
廻
帑
さ
れ
る)

、
并
問
に

_
^

芯
時
P
丈
け
で
も
輕
視
で
き
な
い
o「

'i
l
ハ
結
#
と
レ
て
結
局
作
成
せ
ら
れ
た
案
が 

> 形
式
的
.に
採
用
さ
れ
る
以
前
に
時
代
遲
れ
と
な
る
こ 

と
は
f

あ
る」C

H
O
I

 P. 

3
0
1
〕

。
況
や
官
僚
的
繁
文
褥
禮
と
、
I

黨

の

疆

に

脅

へ

る

商

家

の

實

伍

麗

が
.あ
る
か
ら
、
決 

定
せ
ら
れ
た
占
產
，

iin

喪
が
！§

要
の
實
際
に
適
合
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
當
然
起
り
得
る
で
あ
ら
う
。
生
產
に
於
て
然
り
、
_

M-
:彻
の
ぷ 

.給
に
於.W

は
愈
々
そ
S

し
I

見
る
で
I

う
。
五
個
年
計
書Q

 

■

と
し
て
世
間
.に
缚
へ
I

、
、

_

物

品

質

及

び

生

產

比

例
 

性
の
問
題
は
何
れ
も
此
點
に
原
因
す
る
の
で
あ
る.0

.五

犁

計
®

の.
實
施
に
於
.て
生
產
の
鳘
墙
加
し
て
も
、
其
生
産
物
の
品
質
が
遊
し
く

粗
惡
で
I

と
い
ふ
こ
と
は
、
旣
に
_

 

の
存
す
る
？

あ
つ
て
、

(

チH

ム
バ
リ
ン
日
く「

品
質
の
促
級
は
常
にソ
ヰH

ト
エ
業
坐
產
の
ア
キ
レ
ス
腱
で
あ
つ
た

」
)

又
勞
農
常
局 

.
渚
も
決
し
て
之
を
否
認
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
其
の
若
干
の
實
例
を
引
か
う
。

一
プ
三
〇
句
一
月
八
日
の
最
高
國
民
經
濟
會
議
の
機
關
紙(

ザ

•ィ
ン
ド
ス
ト
リ
ア
リ
ザ
チ
ゥ)

は
記
し
て
日
ふ
、「

ー
九
ニ
九
ギ
十
月 

八

日

C

麗
鹤
濟
會
議
々
長
は
、
幾
多
の
坐
產部

！
：

に
於
て
，吾
が
ト
ラ
ス
ト
及
び
議
營
の
エ
義
品
品
質
が
不
晋
な
が
ら
非 

.常
に
遊
し
く
使
下
せ
る
こ
と
を
確
宠
す
べ
く
餘
義
な
く
せ
ら
れ
た
。
石
炭
及
び
鐵
の
品
質
粗
淫
鐵
生
産
が
生
產
ブ
ロ
ダ
ラ
ム
に
及
ば
. 

ざ
る
主
要
原
因
の
.一
を
成
し
：て
ゐ
る
。
鐵
の
品
質
の
極
め
て
粗
：惡
な
る
こ
と
は
、
..加
工
工
業
に
其
生
產
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
遂
行
を
不
可
能 

な
ら
し
め
た
。
農
業
機
械
製
造
の
.而
か
ら
ざ
る
狀
態
も
亦
た
此
事
と
關
係
が
あ
る
。
而
し
て
此
事
は
、
農
段
が
春
の
耕
作
を
な
す
場 

合
に
萁
も
機
械
も
な
い
と
い
ふ
危
險
を
典
中
に
含
む
の
で
あ
る
。
売
成
品
の
品
質
の
粗
：惡
は
商
品
饑
餓
を
激
成
し
、
勞
働
者
の
實
質 

賃
銀
を
低
下
せ
し
め
る
。
此
事
實
は
全
駕
の
慕
に
ソ
ネ

^
ト
：丄
業
の
信
W
を
失
は
し
め
るo」(

c
h
l
e
r
l
i
n

 pp. 

46-7. B
r
u
l
s
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ス
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ト
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一
 

G

c n
v

-

3

2
 ン
-
-
• 

\

•

又
，

i

九
'

三
o

年
十
月
に
開
か
れ
た
消
費
物
.の
品
質
に
關

す
る
聯
邦
會
議
の
席
上
國
民
經
濟
會
議
々
長
ク
ィ
ビ
シ
フ
は
次
の
如
く
述
べ 

た
？ 

：

■

:

 

:

.

 

:
 

•

•

.
.

.

.

.

:

. 

' 

. 

'「

大
衆
需
要
の
爲
め
に
生
產
す
る
工
業
は
、昨
年
其
商
品
の
品
質
を
®

下
せ
し
め
た
。
木
棉
工
業
に
就
い
て
は
狀
態
は
非
常
に
惡
い
i

 

物
の
百
分
率
は
四
半
季
か
ら
四
半
季
へ
と
增
大
し
て
ゐ
る
。羊
毛
、
ト
リ
コ
.タ
ア
ジ
ユ
其
他
の
.工
業
も
同
様
で
あ
る
。
全
國
の
傷
物
に
よ 

る
樹
失
は
未
だ
誰
も

S

し
て
ゐ
な
い
が
、
其
が
何
億
、
或
は
場
合
に
由
て
は
何
十
億
に
も
な
る
こ
：と
は
疑
ふ
べ
く
も
な
い
。」

也
の
演 

說
f

販
舊
品
の
半
分
は
傷
物
で
あ
る
.と
保
證
し
た
。
而
か
も
そ
れ
が
普
通
の
憤
格
で

I

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
木̂

f

於
S

 

多
の
.

丁-
^

は
實
^

广
五—

七̂

^

の
傷
物
を
產
出
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
^

^

!

!

!

^

!

^

^

S
.

 

33

 

ノ。

此
狀
態
は1

九
三1

年
に
入
つ
て
.も
改
ま
ら
な
い
。「
ェ
コ
ノ
ミ
•チ.

H

ス
ヵ
.ヤ
シ
.ズ」

一」

.と
い

ふ

新

聞

が

特

に

招

集

し

た

討

_

會
に
就 

い

て

報

齿I

所
.に
よ

れ

ば

(

一

九

三

一

年

十

二

月

十

九

日
)

、
.
畫

物

品

質

の

問

題

は

を

 1
&

I

黨

大

會
i

.
し

く

論

じ

ら

れ

た 

が

嚴
來
ー
.句
半
の
間
に
眞
實
唐
の
品
質
を
高
.め
る
爲
め
に
は
殆
ど
何
も
爲
さ
れ
て
ゐ
な
い
o前
年
生
產
さ
れ』

で
一
一
十
億
來
突
っ
ロ
⑴ 

物

の

.
中

二

 

一
 

％
は
傷
物
で
あ
る
。
四
億
米
以
上
は
廢
物
に
さ
れ
た
。
.他
の
驚
く
べ
き
一
例
は
、
.
.石
炭
に
含
灰
量
の
.多
い
こ
と
で
あ
る
。 

炭
歷
內
で
八
•四
九
S

灰
を
含
有
す
る
場
合
'に
採
掘
さ
れ
た
石
炭
は
一
六
•五
窆
其
を
含
有
し
た
0、■

の
標
準
に
よ
れ
ば
八
百
時 

間
の
使
用
に
堪
へ
る
も

の

が

僅

に

六

百

時

間

燃

ぇ

ハ

.而
か

も

異

常

に

多

く
I

力
を
要
し
た」

(

D

4)

o

石
炭
裳
量
の
多
ぃ
こ
と 

■'
■は
ク
イ

ビ
シ
フ
が一

九
三
0
年
六
七
月
の
共
鹿
:1
大
會
で
も
述
ベ
、港
し

Ji
t
點
に
改
I

」

加

へ
ら
れ
な

t

:、一 
九)

2

年
に
は
b 

I

の

有

窖

無

用

物

を

遝

搬

ず

る

丈

け

に

六

千

列

取

を

耍

す

る

だ

ら

ぅ

と

# :
ツ

て

@-
る
^:
ぼ
日
げ
。
&
ぞ

？ 
4
00
%

ま
だ
此
外
に
も
類
例
を
靖
す
こ
と
が
出
來
る
。

一
足
に
し
て
一
¥

ー
個
凋
の
缺
點
を
持
つ
と
い
ふ
長
靴
の
話
、V

方
め
脚
が
他
方
ょ 

り
短
，

S

ス
ボ
ン
の
話
ビ
ジ
ョ
ゥ
が
な
い
爲
め
、
手
で
支
へ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ズ
ボ
ン
の
話
等
々
數
へ
立
て
れ
ば
際
限
は
な
い
で
あ 

ら
ぅ
。

た
基
に
注
意
す
べ
き
は
、
斯
く
品
質
の
戗
下
は
實
質
上
に
於
て
數
量
の
低
下
に
等
し
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
若
し
或
る
塞
物
の 

品
質
が
低
下
し
て
從
來
程
長
く
使
用
に
堪
へ
な
く
な
つ
た
と
す
れ
ば
、
其
は
結
局
數
量Q.

不
足
と
な
る
で
あ
I

。
例
へ
•は
力
ガ
ノ
フ 

.に
依
て
ゴ
ム
靴
の
耐
A
力
が
減
退
し
た
例
が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
，
一.九
一
三
华
に
は
口
シ
ャ
で
ニ
千
八
西
萬
足
が
製
造
さ
れ
■た

。

そ
れ
が 

i

プ

ー

一

八

丄'J
L
句
に
は
聯
到
内
で
四
千
一
百
五
十
萬
足
出
來
た
。
即
ち
四
八
^
の
增
加
で
あ
'る
。
然
る
に
戰
前
の
ゴ
ム
靴
は
極
め
て 

,
M質
の
評
判
を
有
し
、
八
九
個
月
の
.使
用
に
椹
へ
.た
も
の
で
あ
る
が
、梁
命
後
の
製
品
は
四
五
個
月
し
か
持
た
ぬ
と
い
ふ
0
然
0
と
す
れ 

ば
、
事
實
に
於
て
靴Q

盡

高

は

四

八

^
の
咐
加
で
な
く
て
、
却v

 
ニ
六
^
の
減
少
と
I

と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

(zitiert bei

a

co
.

o;
tn)

。
前
の
交
通
人
民
委
員
ル
、、ッ
タ
X

ク
の
演
說
屮
に
も
、最
高
國
民
經
濟
會
議
.が
戰
前
に
は
叫
.十
五
.年

間

の

使

用

に

椹

へ 

1
\も
>
と
さ
れ
ナ
1

^

1エ
ル
に
§
し
て
五
#
今
の
.保
障
を
狹
'へ
る
こ
と
を
拒
絕
し
た
例
が
引
か
れ
て
ゐ
る(Ghamberlllvp. 

48)0 

斯
る
生
產
物
の
ロ
§質
低
下
は
、
消
費
財
に
あ
つ
，て
は
消
費
者
に
不
滿
足
を
與
へ
る
丈
け
で
あ
る
が
、
生
產
財
の
場
合
に
•は
共
結
梁

 ̂

絮
賴
し
て
.當
然
將
來
の
.生
產
の
徽
量
及
び
品
質
を
泜
下
せ
し
め
る
窖
で
あ
る
。

' 

'十
四
.
.
 

.

:

:

:
§
,
ト
五
個
年
針
劃
槪
論

 

三

七

，

ハ
ー
，
-

三)



■ 

- 

ノ
.
.
：

...：

 

1.
.
'
 ̂

!

!1;

-
-
m

!

h

—

.

.
一

 

. 

. 

.: .
:

.
■

 .
. 

.

,

.

.

.

 

‘

 

•

 

、

■

. 

■

'

-

 

.

. 

.

,

▽

:

ぐ 

！

ト
五
個
年
I

槪
論
：

：

‘ 

“

八

.

(

一

泰

四)

I 

.• 

然
ら
ば
何
故
に
斯
る
生
產
物
品
質
の
低
下
が
起
つ
た
の
で
あ
ら
う
かc

其
原
因
の
第
一
は
、
生
産
の
速
行
に
f

o
勞
農
當
局
者
が 

•

.

た
s

<

l

生

產

遨

0
龜

な

.

1求
め
る
結
艰
、.
技
能
熟
練
0
低
級
I

働
者
が
不
充
分
又
は
I

當
I

料
に
I

ぎ
で
加
工 

す
る
叙
见

か

卜

述

の

舊

獲

と

な
つ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。
五
個
年
計
割
の
四
年
遂
行
の
爲
め

.
、各
ト
ラ
ス
ト
又
は
_

の
當
_
 

■'
 

, 

は
翁
と
も
指
觉
の

i

f
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
て
ゐ
.る
。
而
し
て
指
声
f

超
過
す
る
こ
.と
多
け
れ
ば
多
い
i

農
 

一
 

と
し
て
靡
さ
れ
る
の
で
I

。
共
處
で
勢
ひ
た
V
數
量
の
増
加
と
い
.ふ
5

に
力
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
勿
論

_

合
に
於
て 

.

ロ
叫
質
の
‘M好
と
い
ふ
f

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
.は
な
つ
て
f

が
、
併

k
i質
の
高
下
は
數
量
に
現
は
し
難
く
、
從
つ
て 

| 

之
に
適
當
の
監
督
を
加
.へ
る
こ
と
が
困
雛
で
あ
る
0

.

併
し
こ
れ
は
ー
產
業
が
國
家
の
獨
ぶ
に
歸
し
て
外
部
の
競
讲
が

.

遮
断
さ
れ
て
ゐ
る
.か
ら
斯
う
言

ふ
事
に
な
る

の
で
、
若

し

も

自

卷 

當
依
る
市
場

®

格
の
決
足
を
許
せ
ば
、唐
物
の
品
質
は
、官
憲
が
監
督
し
な
い
で
も
、
北
ハ物
の
■
賈

t

自
身
が
監
督
す
る
。

，
1
机 

f

行
は
る
、
市
場
に
於
て
は
、
響
者
は
品
質
優

f

 

f

の
と
粗

I

f

の
と
を
同
じ
惯
格

.

で
は
貢
は
な

-

o

或
は
餘
り

1

 

I

f

の
は
全
く
實
れ
な
い
で

I

う0
.

故
に
墓
が
千
？

も
粗
惡
品
の

i

者
は
彼
自
身
の
無
能
力
の
爲
め
に
議
す
る 

力

證

生

打
を
續
け
る
爲
め
に
品
質
の
改
良
を
義

な
く
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
購
買
奮
身
の
生
產
に
對
す
る
馨
が
有
ゆ
る 

繁

ら

暑

I

f

望
ま
し
い
と
は
謂
へ
宏
も
知
れ
な
い
。
併

し

醬

f

身

は

您

何
人
ょ
I

f

ょ
く
己
れ
S

の
欲
す

ダ
を
*

CN

つ
て
A
る

と

い

は

逝

力

す

こ

と

が

U
來
な
い
。
墓
の
智
能
權
ヵ
に
假
り
に
充
分

Q
.

信
賴
を
®

 

く
と
し
て
も
、

一

\  '

 

物
に
對
す
る

I
I

■

者
臬
よ
り
も
良
く
知
る
と
il

期

待

農

芒

。
生
產

Q
n

g
f

 

I
f

身

ニ

1

監
督
せ
し
む
る
と
す
れ
ば
、
常
に
此
遺
憾
は
あ
る
も
の
と
覺
悟
し
な
■け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
'若
し
此
遺
憾
な
き
を
期
せ
ん
と
す
れ
ば
、
恐
ら
. 

く
通
し
い
干
渉
經
察
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

.坐
產
物
品
質
の
低
下
は
偶
然
に
起
つ
た
も
の
で
は
な
い
。
ソ
ヰ
ユ
ト
露
西
i]
I
L.で
確
に
坐
產
は
盛
ん
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
併
し
其
生
産 

は
或
部
分
需
要
と
無
關
係
に
行
は
れ
て
ゐ
る
、
売
全
に
需
要
を
滿
た
す
に
记
ら
ざ
る
も
の
が
生
產
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

品
質
の
低
下
と
共
に
摩
ぐ
べ
き
は
、社
會
主
義
工
業
が
丼
坐
產
物
の
種
類
を
茈
し
く
局
限
し
て
、或
種
の
も
の
が
全
然
供
給
さ
れ
な
く 

な
つ
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
菇
も
市
場
價
格
を
バ
ロ 

メ
エ
ト
ル
と
す
る
生
產
を
廢
す
れ
ば
當
然
起
る
藥
柄
で
あ
る
。
最 

近

露

西

翌

塞

の

.

_
ら
れ
た
品
物
は
、
棄

生

產

が

比
較
的
屦

，で

あ

る

か

、
或

は

現

在

Q

標
準
か
金
て
多
少
赘
置
に
類
す
る 

諸
物
だ
と
い
ふ
の
で
あ
ら
ぅ
。「

エ
コ
ノ
ミ
チ
エ
ス
カ
ヤ
•
シ
ズ 
一一K
一
 

九
.三
一
部
十
一
月
一
一
十
ー

.日)

に
出
る
と
、
エ
ボ
ナ
ィ
ト
の
櫛
、
 

服
の
ボ
タ
シ
、
書
狀
挾
み
、
剃
刀
、
カ
フ
ス
•ボ
タ
ン
、
洋
服
掛
け
、
：服
の
裏
地
、舰
の
填
め
物
、
テ
ユ
ブ
•
シ
フ
ォ
ン
、寢
床
の
シ
ィ
ッ
、 

ス
リ
ッ
パ
、
ゴ
ム
底
靴
等
が
造
で
あ
る(Brutzkus, 

S. 

35)0

赘
澤
品
又
は
有
害
费
唐
を
抑
制
す
る
こ
と
は
無
靈
支
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
上
記
の
諸
物
ぬ
の
如
き
は
_

品
と
見
ら
れ
な 

い
。
又
現
在
の
露
盟
に
、
生
產
財
の
増
加
を
圖
る
柴
ら
此
等
の
.物
に
割
く
丈
け
：の
生
產
カ
も
な
い
と
も
思
は
れ
な
い
0
患

鏡

鹿

方 

向
を
定
め
る
上
に
消
費
客
の
！
§要
が
願
慮
さ
れ
る
^
動
的
機
構
が
缺
け
て
ゐ
る
爲
め
だ
と
見
る
よ
り
外
は
な
い
と
思
ふ
。

.
十

五

■
生
產
物
品
質
の
問
題
と
相
並
ん
で
/1
々
批
評
を
受
け
る
の
は
、
生
產
の
增
加
は
あ
-つ
て
も
、
其
增
加
が
比
例
的
に
行
は
れ
て
ゐ
な
い 

ヅ
ヰH

ト
艽
倘
S

劉
概
論 

S九

C
I

苏
四
$



i

h

r

i

 

概

論

.

四
0

2

1

0

抑
も
一
般
簿
財
は
皆
な
單
獨
に
需
要
さ
れ
る
も
の
|

な
く
て
、
或
る
麗
體
系
の
權
成
部
分
と
し
て
需
要
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

啤

，近

の

何

を

取

れ

ば

f
が
な
け
れ
ば
勒
下
は
殆
ど
無
用
物
で
あ
.る
。
ベ
ン
が
な
け
れ
ば
ィ'V

ク
は
役
に
立
た
ず
、
そQ

何
れ
か
ふ
け 

れ

ば

書

簡■

原

稿
S

は

用
I

さ

ぬ

。

此

種

の

類

例

は

擧

げ

て

數

ふ

る

に

遑

が

な

い

。

此

等

の

諸

物

は

皆

隻

に

_

こ
所
謂
補 

充
財
の
_關
係
に
立
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
唐
物
一
般
は
、
上
記
の
引
例
ほ
I

I

で
；は
な
い
が
、
併
し
皆
な
何
等
か
の
關
係
I
 

て
五
t

充
し
合
？

ゐ
て
、
.全
然
他
の
物
と
無
關
係
に
霞
さ
れ
る
も
の
は
殆
ど
無
い
と
謂
つ
て
も
好
い
。
殊
に
或
I

產
ォ
こ
あ 

っ
て
は
其
I

關
係
は
殊
に
密
接
で
あ
っ
；て
、
其
或
物
を
欠
け
ば
、他
の
物
は
全
然
役
に
立
た
ぬ
と
い
ふ
場
合
が
あ
る
。
例

へ
ば
石
炭
、
 

機
械
油
、
各
震
料
の
如
き
宏
っ
て
は
、
そQ
何
れ
を
缺
い
て
も
、
殘

る

塞

設

備Q
.

一
 

切
部
分
I

 く

役

妄

I

い

と

い

ふ
場

 

0
が
起
る
。
此
i

i

、
盡

物

Q

一
 

々
は
有
用
J

Q

S

.つ
て
も
、
.相
I

I

I

例
が
其
f

f

い
爲
め

、

生

產

■

忽
ら
ば
I

物
相
吾
比
例
を
保
っ
に
は
如
何
¥

べ
き
か
と
い
ふ
に
、
營
利
經
濟Q

下
で
縫
題
は
置
で
あ
っ
て
、
比
較
的
缺 

,

芝
し
f

の
ゝ
似
格
I

貴
し
、
比
較
的
過
.剩
を
蔑
た
も
の
，

〜

價
格
が
下
落
し
て
、
謂
は

„

自
動
的
に
生
産
力
が
過
剩
な
f

の
か 

ら
不
足
せ
f

の
、
生
産
に
向
け
ら
れ
る
。
そ
れ
S

產
財
の
場
合
に
は
比
較
的
I

せ
る
も
の
は
騰
貴
す
る
か
ら
、
臭

に

之

I
 

ゐ
I

産
さ
れ
る
も
？

達
が
抑
制
せ
ら
れ
、
反
對
.に
相
對
的
騰
で
價
格
の
下
落
し
た
も
の
の
.

利
用
は
獎
|

れ
る
。&

 
く
し
て 

i

國
與
經
.濟

Q

生
.產
カ
カ
最
も
轺
濟
的
に
利
州
さ
れ
る
と
い
ふ
譯
で
あ
る
。
.勿
論
囊
上
に
於
て
®

々
の
原
因Q

妨
害
の
爲
め
斯
く
理

想
时
に
は
行
は
れ
.
な
い
が
V'
兎

に

角

共

原

則

は

：

此
の
通
り
で
分
つ
：て
ゐ
る
ひ 

今
ソ
斗K

ト
露
西
别
で
は
何
ぅ
す
る
か
と
言
ふ
に
、
無
論
ゴ
ス
ブ
ラ
ン
益
の
計
割
機
關
が
之
を
決
定
す
る
。
管
に
此
決
宛
が
假 

り
に
敏
速
：此
確
に
行
は
れ
锝
た
と
し
て
も
、此
場
合
の
不
利
益
は
計
割
容
が
同
峙
に
生
產
當
事
|

な
い
と
い
.ふ
奪

あ

る

。
營
利
經
濟 

，の
下
に
於
て
は
、
生
產
當
事
翥
同
時
I
;
產
計
劃Q

馨

f

あ
る
。
ぞ

I

產
#

割

菜

し
く

麗

識

合

し

な

い

場

合

に

は

、 

此
の
不
適
八
U
C0
過
失
は
直
ち
に
生
產
物
價
格
の
下
落
又
は
販
寶
不
能
に
依
て
罰
せ
ら
れ
、
當
事
#
は
直
ち
に
其
過
誤
を
改
め
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。
然
る
に
生
產
當
事
■

評
劃
に
就
い
て
の
責
任
諸
で
な
い
と
す
る
と
、
彼
れ
は
其
盡
物
の
报
し
て
購
買
奪
の
要

求

に

.適

す

る
や
杏
や
を

S

す
i

l

く
、夸

指

寒

ら

れ
H

、
霞

せ

含
I

量
H

產
す
れ
ば
好S

-
U

S

ふ
靡
に
な
る
。

而
か
も
前
記
の
通
り
、
坐
產
物
の
品
質
に
對
す
る
監
督
は
頗
る
不
充
分
で
、
た

V

生
產
の
數
量
の
み
が
喧
し
く
言
は
れ
、
少
し
で
も
多 

く

霞

の

數

誉

證

す

れ

ば

、
即

ち

盡

Q

好

農

で

あ
る
と
し
て
■

さ
れ
る
と
し
た
な
ら
ば

、

生
連
例
性
の
翼
と
い
ふ
こ 

と
は
わ
常
に
^
貧
な
遲
緩
な
手
續
を
辭
て
始
め
て
行
は
れ
る
こ
と
に
な
る
。

•

五
個
部
I

の
數
量
的
成
織
は
誰
れ
も
否
認
し
得
ぬ
處
で
あ
る
が
、
此
の
生
產
靈
置
の
中
に
は
、
相
互
の
比
例
を
失
し
た
生
產
增 

加
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
極
f

例
を
假
想
し
て
い
へ
ば
、
織
物
業
の
發
達
ょ
I

幾
倍
か
の
速
度
を
以

て

綿

糸

の

生

產

が

咐

加

し

、

織

 

葉
の
方
で
は
其

^
-分
を
織
上
げ
る
丈
けQ

設
備
も
出
來
て
な
い
と
い
ふ
如
暴
合
、
此Q

織
り
ト
：げ
ら
れ
な
い
綿
糸
i

し
當
り
役 

に
立
た
ず
此
部
分
に
&
ぜ
ら
れ
た
勞
働
は
徒
费
せ
ら
れ
た
譯
で
あ
る
が
、
而
か
も
此
の
利
用
さ
れ
な
い
綿
糸
も
亦
た
生
產
物
の
一
部 

分
と
し
て
報
倚
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
通
俗
の
理
論
に
於
て
は
、
統
制
經
濟
は
生
産
の
.比
例
性
を
保
ち
、
營
利
經
濟
は
生
產
の
無 

ソ
年
エ
ト
五
個
年
計
剴
槪
論 

四
ー

-

C

五
四
七

)



ソ
2

ト
I

計
製
論

. 

.

.

四
二 

2

S

A

0
 

政
府
狀
f

現
出
す
る
とS

4
H

つ
H

t
が
、
問

題

读

し

て

左

管

廣

で

な5
。

此

證

於

て

、.今
日Q

露
璧
で
吸 

职
と
W
助
材
料
と
完
成
品
と
工
場
設
備
と
.交
通
機
關
と
の
墙
加
が
互

に

比
例
を
失
し
て
ゐ

る

と

報

導

さ

れ

る

の

は

、

蓋
し
理

出

な

き

こ
 

と

で

は

あ

る

ま

い

。

フ

オ
シ
ッ
シH

新
聞
の
一
記
者
キ
ル
ム

•

シ
ユ
タv

ン
な
る
素
此
點
に
關
聯
し

て

面
白
い
出
來
事
を
報

道

し

て

ゐ

る

。

其

に

由

る
 

と

モ
ス
ヵ
ゥ
に
他
の
ぉ
事
と
共
に
各
種
の
ボ
タ
ン
の
供
給
を
掌
る
'役
所
が
ぁ
り
、
又
ボ
タ
ン
製
造
工
場
が
ぁ
つ
たO

役
所Q

主
任
背
と

工

場

の

產

f

は
、生
,

靈

忐

成

管

擧

げ

た

も

の

が

f

賞
I

彰
榮
進
等
I

て
酬
ひ
ら
る
、AJ 

i

晶
し
て
ゐ
る
。

其

處

で

響

-
は̂
謹
に
幾
倍
す
る
ボ
タ
ン
をH

場H

雙

し

、H

場
は
又
塞
力
を
最
も
繁
に
造
れ
る
置
な
ボ

夕

ン

の

製

选

に
集
注
し
て
、
I

に
ニ
一
二
倍
すI

f

 

f

h

:
げ
た
。
數

字

品

f

「

I

I」

で
は
十
五
萬
留Q

ボ
夕
ン
％
必
要
i

れ
た
の

に
、
右
の
I

s

ハ

十

蕃

美

文

し

、
工

場

鐘

者

は

曼

に

|ー一

 

百+

五
萬
留
の
最
も
下
等
な
ボグ
ン
を
|

し
た
の
で
,
モ
ス
ひ

ゥ

の
內
タ
で
は一

切.
Q

優
良
な
ポ
タ
ン
は
绘
し
、
鋈

不

州
Q

ボ
タ
ン
の
み
が
横
溢
し
た
と
い
ふ
？

ぁ
る
。
馨

合

此

裏

と

工
場
支
配
f

撞
期
が
外
れ
て
、
賞
r
n
f
ろ
か
却
て
勞
馨
物
資
供
給
Q

s

f

し
て
刑
法
の
罪
I

は
れ
た
と
い
ふ
奪
ぁ 

る
。(

B
r
u
t2
k
u
s
,

 

$
• 

3
6

ノ

避
は
勿
何
に
も
荷
り
得
ぶ
ら
ざ
る
、
滑
稽
な
出
來
靡
の
檨
で
ぁ
る
が
、
生
產
者
が
需
要
を
願
慮
す
る
實
任
を
免
か

れ

、

た

V

S

の
坪
力
を
の
み
鞭
撻
さ
れ
れ
ば
道
a

上
當
然
起
o

得
る
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
其
時
の
需
要
1C
對
し
て
枕
不
必
要
な
§
 

を
起
こ
'す
と
ぃ
ふ
こ
と
も
當
然
ぁ
り
得
る
こ
と
、
想
像
さ
^

る
0

生
產
の
比
例
性
が
論
ぜ
ら
れ
る
場
合
に
常
に
引
か
れ
る

の

は

、

鐵
、
石
炭
の
生
產
が
比
較
的
に
不
足
を
吿
げ
て

ゐ

る

こ

と

で

办

る

。 

财
；；

2:者
の
生
1:
は
.五
俏
^
副
鄭
實
施
の
®
初
.か
ら
不
如
意
を
吿
げ
た「

が(Hoover, 

p. 

31.2)、
...

後
.に
至
つ
て
も
著
し
き
婆̂
を
見
户
、

咋
年
六
月
の
產
業
者
大
會
に
於
け
る
有
名
な
ス
タ
リ
ン
の
演
說
も
特
に
此一

一
業
の
不
成
績
に
言
及
し
た
が
、

一
九
三
一
年

の

銑

鐵

生

產

額

は

八

^
、
鋼

鐵

は

 
一
一
^
、
何
れ
も
前
屯
度
に
比
し
減
少
を
示
し
、
石
炭
は
計
靈
額
八
千
三
百
六
十
萬
噸
な
る
に
實
產
額
は
五
千

七
百
六
十
萬
噸
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
ふ(

「

ソ
ゥH

丨
ト
聯

邦

事

情

」

第

三

卷

第

ニ

號

ー

〒

三
頁
、B

r
l

u
s

,

 

S.

 

3
6
-
7

參
照)

。
此

點
は
五
個
年
許
肅
途
行
上
最
も
困
難
な
る
問
題
の
一
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

而
か
名
唐
比
例
性
の
問
題
は
、
私
の
見
る
所
で
は
、
重
工
業
に
.重
き
を
置
く
間
は
、
比
較
的
固
難
で
な
い
。
第
一
次
五
個
印
計
截 

を
完
了
し
、
次
に
第
一
ー
次
第
三
次
五
侗
年
計
猶
を
も
完
了
す
れ
ば
、何
時
か
生
產
財
の
，坐
產
を
相
當
の
程
度
に
||
:
め
て
、
旣
に
生
産
し
得 

た
る
生
藤
則
を
以
て
大
に
消
費
財
を
坐
產
し
、國
民
の
日
常
生
活
'を
豐
甯
澗
澤
に
し
て
、
以
て
過
去
五
年
間
十
年
問
或
は
十
五
年
問
の
共 

勞
帝
と
忍
耐
に
S

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
が
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
_

.に
於

て

麗

筮

し

て

そQ

欲
す
f

 

Qを
欲
す
る
度
合
に
應
じ 

て
與
へ
ら
る
、
か
否
か
。
例
へ
ば
上
記
の
如
き
、
ボ
タ
ン
は
有
り
餘
る
程
荷
る
が
、
必
要
に
應
ず
る
.趣
味
に
適
っ
た
ボ
タ
ン
は
與
へ
ら 

れ
な
V
と
言
ふ
が
如
き
事
は
起
ら
ぬ
か
否
か
。
生
產
比
例
性
の
問
題
は
共
時
に
於
て
今
ょ
り
も
遙
に
祖
要
の
.問
題
と
な
.る
で
あ
ら
ぅ
0 

生
擧
段
の
坐
產
に
主
力
裏
い
で
ゐ
る
間
は
、
實
は
生
產
比
例
性
の
問
題
は
左
.程
闲
難
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、生
產
手
段
、
殊

に

產

手

段Q

厨

、
翦

材

$
(

碧

寒

H
.
)
b

音

は

费

_

證

衰

T
ゐ
.ず
、
殆

ど

如

何

な

窗

も

隻

ち

得
る
こ
と
奢
勞

働

.力
に
類
す
i

の
だ
.か
ら
で
あ
る
。
衣
服
や
靴
や
帽
子
や
i

や
萬
年
筆
が
皆
な
等
し
く
人
問
i

に
依
っ
て
生 

•ノ
ヰ
エ
ト
五
個
部
計
割
.概

歸

 

四

三

(
一
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四
九
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四

四

-

1

馨

盒

i

同
f

、鐵
や
石
炭
は
、船
舶
に
も
篇
に
も
ト
ラ
ク
夕
ァ
に
I

f

も
何
に
？

成
る
。
從
っ
て
I

の
も
の
蜃 

い
て
は

.

そ
が
れ
特
定
の
需
要
に
適
應
し
た
特

I

類
S

數

量

に

於

て

生

產

せ

ら

れ

た

か

否

か

r

割
合
に
麗
に
な
ら
ぬ
。
よ
し
假
り

る

会

l

l

l

l

f

。
I

曲

な

る

市

雷

格

の

バ
,

メ
1

な

し

に

霞

の
.相

對

的

麗

を

測

定
'r
Iる
困 

斜
は
今
後
に
於
て
始
め
て
感
ぜ
ら
れ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

:

十

六 

.

勞
農
篇
は
竹
年
に
於
て
少
し
く r

-

退
却」
し
た
と
い
ふ
者
が
I

そ
れ
は
ス
タ
”

ン
が
、
唐

菜

經

？

行
は
れ
っ
、
あ
る
を

見
て
、護

藉

證

I

f

と
し
、i

る

塑

重

」

て
、
廳

|

鎌

、
蒙

I

し
、
又

肇

任

制

を

廢

し

て

勞

働

者

I

勞
働
に
對
す
る
塞

I

は
し
め
ん
と
し
た
こ

I

指
し
て
謂
ふ
の
で
あ
る
。

■

最

f

f

は
、.

去

る

音
i

及
I

養

學

る

法

令

で

、
n

i

l

個
人
篤
か
ら
の
阈
家
の
穀

寄
質
付
は
一
九
三一

奮
の
後
の
九
個
月
為
し
て
半
減

)

し
て
、剩

I

物
i

販
I

許
可
し

5

、•
ゾ

.
厂

の
i

」

は
ス
タ
リ
ン
の
政
策
轉
換
と
か
、
叉
は
退
却
と
か
、
噴
し
く
言
ふ
霉
事
で
は
あ
る
ま
い
Q

縱
令
.ま
た「

身

一 

で

-

た
*

し

て

も
j
ノ
は
飽
く
迄
も
戰
術
的
退
却
で
あ
っV

、

無
論
前
進
の
意
圓Q

放
棄
を
意
叱
す
る
も
.
Q

i如
斷
す
べ
き
で
な
い
。
.

=
 

•
 
. 

_ 

■ 
.
 

: 

.

.

.

. 

.

. 

S
B
H
B
B
B
S
K

た
V
併
し
近
頃
の
此
の
二
つ
の
實
例
に
由
て
も
、
直
接
の
報
酬
に
.由
ら
ず
し
て
人
の
.勞
働
-と
1.
約
と
注
意
と
を
刺
戟
す
る
.こ
と
ド
、
如
何 

•

に
社
會
主
義
經
濟
に
於
い
て
も
困
難
で
あ
-る
か
は
窺
は
れ
る
。
前
途
の
事
は
妄
り
に
豫
言
出
來
な
い
が
、
過
去
に
於
て
勞
農
當
周
者
を 

惱
ま
し
た
も
の
は
、
商
業
殊
に
小
賣
商I

f

の
方
面
に
於
け
る
私
的
資
本
の
執
拗
な
る
擾
頭
で
あ
っ
た
。
さ
う

し
て
其
は
現
在
に
於
て
も 

全
く
制
腿
せ
ら
る

X

に
至
ら
ず
、
社
會
主
義
店
舖
で
は
定
價
は
泜
廉
で
あ
る
が
ロ
⑽
物
は
な
い
と
い

ふ
所
謂
商
品
.饑
餓
の
現
象
を
里
し
て 

ゐ
る
時
に
、
私
人
商
人
は
其
傍
に
あ
つ
て
、
懷
格
は
幾
倍
か
の
高
き
に
上
る
が
、
併
し
兎
に
角
品
物
を
供
給
す
る
こ
と
.
に
依
て
消
费
漭 

の
或
程
度
の
利
便
を
達
し
て
ゐ
る
と
い

ふ
事
實
が
あ
る
。
右
述
し
た
農
民
の
生
産
物
自
由
販

W

は

一
暦

私
的
商
人
の
活
動
を
促
す
に
至 

り
は
せ
ぬ
か
。
又H

業
の
方
面
に
於
て
も
經
營
當
窜
者
の
個
人
的
赍
任
が
强
■
せ
ら
る

X

に
至
っ
た
結
梁
、
典
生
產
物
を
國
家
よ
り
も 

高
く
買
ふ
私
人
商
人
に
秘
か
に
販
賫
し
よ
う
す
る
誘
惑
は
强
く
な
り
は
せ
か
。
蓋
し
近
き
將
來
の
問
題
の
一
で
あ
ら
う
。

社
會
生
義
經
濟
が
课
し
て
可
能
で
あ
る
か
否
か
。
市
場
な
き
社
會
經
濟
に
於
て
坐
產
力
の
合
理
的
利
用
の
栽
準
が
求
め
ら
る
ゝ
か
否 

か
。
こ
れ
は
別
に
經
濟
計
算
の
理
論

.

を
準
備
し
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

.

い
問
題
で
あ
る
。
併
し
全
く
市
場
を
廢
し
、
貨
幣
を
.廢
し
て 

も
、國
民
各
員
の
勞
働
の
自
由
と
消
費
の
自S

と
を
並
び
に
剝
奪
し
て
、國
家
自
ら
各
員
に
何
を
生
產
す
べ
き
か
、.
何
を
消
费
す
べ
き
か 

を
命
令
し
、
國
民
の
半
數
を
し
て
生
產
に
從
事
せ
し
め
、
他
の
半
數
を
し
て
之
を
監
督
せ
し
め
る
迄
の
決
心
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
無
論 

實
行
可
能
で
あ
る

0

.

ソ
チ
ェ
ト
露
西
蓝
は
無
論
今
其
處
ま
で
は
行
っ
て
ゐ
な
い
°

併
し
？

?

亡

*
の
活
動
に
は
多
少
こ
れ
を
聯
想
せ 

し
む
る
も
の
が
あ
る
-.
°

前
述
の
如
く
、坐
產
數
量
を
誤
っ
た
經
營
當
事

#

に
刑
罰
を
加
へ
る
と
か
、或
は
銀
貨
隱

.M

者
を
死
刑
に
處
す
る 

と
：か
い
ふ
事
は
、

.

稍
*

其
に
近
い
と
謂
っ
て
好
か
ら
う
。
此
點
に
於
て
共
產
黨
當
局
者
に
有
利
で
あ
る
の
は
、露
西
亜
の
人
民
火
衆
が
多
平 

ッ
キ
干
ト
艽
個
年
計
割
嵌
鱭 

四

五

(
I

五
5

)



£ 
- 

. 

,
'
*
.
.
.
.
.
. 

. 

■

-
.
.

 

• 

{
• 

.
/
.
n
l
 ̂

nifi: 
J'.itf.:lla'n:L̂
c.î
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